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資料資料資料資料 1.  1.  1.  1.  海外研究動向調査海外研究動向調査海外研究動向調査海外研究動向調査    

    

○オーストラリアの日本研究の動向○オーストラリアの日本研究の動向○オーストラリアの日本研究の動向○オーストラリアの日本研究の動向    

    

オーストラリアにおける日本研究は、1960 年代以降日豪関係の緊密化を背景に急速に発

展した。1978 年にはオーストラリア日本研究学会（JSAA）が発足し、学際的な学会誌

『Japanese Studies』も 1981 年に刊行された。2000 年～2008 年の同学会誌に掲載され

た 144 篇の論文からその研究動向を分析した池田俊一氏によれば、近代史、近代文学、言

語学、国際関係論がその主たる研究領域であるが（池田 2009）、沖縄研究に関しても一定

量の蓄積があることがみてとれる。それらオーストラリアにおける日本研究の先鞭をつけ

たのは、オーストラリア国立大学の Tessa Morris-Suzuki 氏（思想史）や Gavan McCormak

氏（政治学）やであろう。だが、彼ら及びその次世代の若手研究者が日本（や沖縄）をど

うまなざし、どのような研究対象を選び、それに対してどうアプローチしているのか、あ

るいはその際の人類学のプレゼンスの高低等は定かではない。 

そこで、日本研究所を有するオーストラリア国立大学（ANU）を訪ね、最近の日本研究

の動向を明らかにした。具体的には、同校で開催されたシンポジウムに参加した他、日本

研究に従事する Phd.candidate にインタビューを行った。また、ジェームスクック大学に

所属し、沖縄や日本をフィールドに人類学的研究を行っている Matthew Allen 氏を訪ねイ

ンタビューを行った。調査期間は 2015 年３月１日～3 月 1６日である。 

 

１１１１    ANUANUANUANU におけるにおけるにおけるにおける JapanJapanJapanJapan    InstituteInstituteInstituteInstitute 及び日本研究の位置づけ及び日本研究の位置づけ及び日本研究の位置づけ及び日本研究の位置づけ    

 ANU では、2013 年に日本研究所 Japan Institute(以下、JI）が組織化された。JI は教

養、経済、環境、健康、歴史、国際関係、言語、法律、言語学、政治、法規等の領域で日

本を研究対象とし、またその教育に従事している日本研究者のオーストラリア最大のネッ

トワークである。HP 上には、その使命として「オーストラリアの国立大学の一機関とし

て国家資源になること。」すなわち、「学校、大学、公共機関、政府と民間部門の間で日本

をめぐる知識を強化することで公共政策に貢献し、アジアの世紀において日豪の関係を促

進すること。（http://japaninstitute.anu.edu.au/）」が掲げられている。 

JI のネットワークには ANU 内の 7 カ所の研究所や学部の他、学外の Australian 

Network for Japanese Law (ANJEL)や The Australian Research Network on 

the Japanese Economy (ARNJE)も加わっている。ただし、JI は建物も事務所も

持っていない。  

JI 組織化の背景として、組織化すれば資金援助を受け日本研究を活発化できる

のではないかという日本研究者の思惑があり、College of Asia and the Pacific から

5 年間のローンで貸借金を得たという。初代 director には経済学者の Jemny 

Corbet が着任したが、彼が副学長に就任したこともあり、その後の資金集めの方

途は絶たれ、JI は依然として予算的に厳しい状況にある1。  

                                                   
1 対して、中国研究所（China Institute）は、ANU 修了生のケビン・ラッドの首相就任時に 50 万ドル

の潤沢な資金援助を政府から受け、立派な建物が建設された。中国政府側は世界各地の大学に孔子学院を

設立していた動向にアンチテーゼを唱えるANUの教員が奮闘した結果であるという裏の事情があるとい

う。また、韓国研究所（Korean Institute）は日本の国際基金に該当する団体から資金援助を受けており、
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研究所の現在の代表は 3 代目で近代史・戦後市民社会論を専門とする Dr Simon 

Avenell(College of Asia and the Pacific, ARC Future Fellow)である。その他、テッサ・

モーリス＝スズキ、池田俊一をはじめとする 5 名の教員が director となっているが、人

類学・社会学の教員は不在である2。 

JI の具体的なプロジェクトとして、「Japan Update」と称する経済・政治・流通に関

するパネルセッションを開催する他、年間テーマを設定し、それに沿った多数のシンポ

ジウム、フォーラム、講演会等を各教員の科研費を用いる形で主催している。一例とし

て、2012 年には、原発等の環境・エネルギーを主題としたテーマが設定された3。政府

のお抱え研究所的位置づけのCrawford School of Public Policyとの差異化という裏の意

もあるようで、JI が自律的組織としてのプライドを持っていることがわかる。 

過去には大学院生対象のサマースクール Japanese Studies Graduate Summer School 

(JSGSS) 4も主催したが、国際交流基金の予算が削減され、現在は College of 

Asian&Pacific のセミナーに吸収合併されている。  

JI ではメーリングリストを発行しており、その登録者は 100 名を越え ANU だけで

50 名を占めている（うち 30 名は院生）。  

以上のように、学内の日本研究に関係する組織をネットワーク化する試みは始

まったばかりだが、特に資金面で課題を抱えている現状にある。また、日本研究

に従事する組織がネットワーク化した現在にあっても、College of Arts and 

science（人類学・社会学を含む人文学）と College of Asian&Pacific（地域研究）

との繋がりは薄く、院生は discipline とエリアスタディーズの相違を感じるとい

う。  

 

２２２２    ANUANUANUANU で日本で日本で日本で日本研究研究研究研究に従事するに従事するに従事するに従事する Phd CandidatePhd CandidatePhd CandidatePhd Candidate の研究生活の研究生活の研究生活の研究生活    

沖縄基地問題の研究者である高橋進之介氏（College of Asian&Pacific 所属）、

社会学の視点で鉄道のカスタマーサービスの研究をしている根岸海馬氏（College 

of Arts and social science 所属）に話を伺った。両者とも Phd candidate である。  

Phd candidate に関して College of Arts and social science に所属する人は学

内からの進学者が多勢を占め外部からの入学者は 2，3 名であるのに対し、College 

of Asian&Pacific では外部からの人が多くリタイアした人もいる。JI が把握して

いる日本研究に従事している Phd candidate は 27 名であり、うち 11 名が日本人

である。日本研究者が多い分野は、歴史学、言語学、国際関係論であり、そのう

ち長期フィールドワークを要する研究テーマを設定している者はそう多くない。 

 

                                                                                                                                                     
建物は存在し、ニュースレターも発行している。 
2 他方で、JI組織化時 ANUの女性教授 6名が加わっていたそのジェンダー比率の高さは特筆に値する。 
3 テーマのタイトルは下記の通り。Public Information in Nuclear Disaster Response: the Need To 
Know (2012) 
4 2013 年まで国際交流基金が 100 万円以上の予算を提供する形で、日本研究に従事する大学院生のサマ

ースクールが開催されていた（旅費半分と宿泊費は ANU 負担）。学会発表前の研鑽を積む場とし日本以

外からも約 30 名の院生が集っていたが、今年から予算が付かなくなった。結果的に同セミナーは有職者

が集う College of Asian&Pacific のセミナーに吸収されたことで、これまでのサマースクールの

趣旨からは大幅にずれるものとなった。    
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表１ Japan Institute に登録している Phd Candidate の所属と研究テーマ  

分野 所属 研究テーマ 
Art&M
usic 

Research 
School of 
Humanitie
s and the 
Arts 

Bonsai and the Aestheticisation of Nature: a 
cross-cultural critique of Japanese and Western 
approaches to nature and art 

School of 
Music 

Liturgical Music in a New Japanese Religion: 
Formation, Survival and Repositioning of Tenrikyō 
through music 

 Ogasawara Musical Culture in Contexts of Place, 
Memory and Identity 

Econom
ics 

Crawford 
School of 
Public 
Policy 

Essays in Banking and Finance 

 The link between financial markets and real 
investment in Japan  

Histor
y 

 

School of 
Culture, 
History & 
Languages 

Tatsukawa Bunko, Sarutobi Sasuke and Taisho 
Period Ethics 

 Postwar Migration from Okinawa to Bolivia 
 Performing the "Sacred Trust" - A Comparative 

Study of Japan and Australia's Experience with the 
League of Nations Mandates System 

 Sub-imperialism of the Japanese 
government-general of Korea, 1910-1931 

 Okinawan Critical Thought in Regional Context  
 Propaganda and ideology construction of 

Manchukuo, through the Case of Manchuria 
Concordia Society 

Linguis
tics ＆
languag
e 
learnin
gs 

School of 
Culture, 
History & 
Languages 

Women’s Poetry of the early Showa Japan: artistic 
and stylistic challenges of the doubly marginalized 
poet, Sagawa Chika 

  Pragmatics of quotation markers in Korean and 
Japanese 

  Alternative teaching order for Japanese as a second 
language: Introducing the informal as a base level 
prior to the masu/desu style 

  A study of refusals and apologies among learners of 
Japanese language 

  Personal reference terms in Japanese 
Politics, 
security 
& 
interna
tional 
relation
s 

Crawford 
School of 
Public 
Policy 

The influence of domestic politics on Japanese 
foreign policy 

National 
Security 
College 

China in Japan's Security 

School of  
International, 

Japanese Working Holiday Makers in Australia 
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Political and 
Strategic Studies 
 The Dynamics of Contention in Japan and South 

Korea's 'History Problems’ 

 Sino-Japanese relations in the context of security in 
the Asian region 

School of 
Regulation, Justice 
& Diplomacy 

Transnational organised crime and human 
trafficking between Japan and the Philippines 

Science & 
medicine 

Center for the 
Public Awareness 
of Science 

A qualitative enquiry into practitioners' reflection on 
science communication in Japan 

 School of Culture, 
History & 
Languages 

The role of medical interpreters as a mediator of 
global and local health norms: The case of Japan 

Directors & 
executive 

School of 
Archaeology and 
Anthropology 

An ethnography of Japanese retirement migration to 
Malaysia 

Society, culture 
& literature 

School of Culture, 
History & 
Languages 

The Chinese Community in Tokyo 

  Music in Kamigata Rakugo  

                               

（http://japaninstitute.anu.edu.au/phd-students を参考に加賀谷作成） 

実証的日本研究に従事する院生の少なさ、及び日本人留学生の少なさに関しては、奨学

金や研究費の仕組みが大きく関係している。まず、人文・社会科学の博士課程の院生の奨

学金に関して、2000 年以降 ANU では毎年全ての国（同窓会）に 1 つだけ奨学金の枠を与

え、毎年 1 名の院生が同窓会経由で奨学金を得ていた。だが、2013 年を最後に大学の財

政事情でそれがカットされたため、新規で日本から留学できない状況にある。留学生の学

費は高額で、人文・社会科学系の博士課程で年間 12000 ドル程度要するためである。大学

側は、同窓会が独自で会費を貯めて自分達で奨学金制度を復活させよとの見解だとのこと。

それゆえ、学内の日本人は主に交換留学生（学部生）が主で 23 名、大学院生は 15 名前後

である（特に修士課程の奨学金制度は皆無に等しい）。大学全体の奨学金（IPS）で留学し

ている人もいるが、その人数は僅かであり、確実に日本人の留学生は減少している。 

院生は年間 6000 ドルが研究費として大学から支給されるが（申請方式）、基本的には身

銭を切って調査している状況にある。指導者の獲得資金に基づいて調査を行う、RA とし

て給与を得る、チューターとして教壇に立つなどして生活を送っているが、これらの研究

費で日本で調査するとなると、やはり日本人であることが利点となる。学振に匹敵する制

度は国内にはないことの影響も大きい。さらには、こうした経済的事情から院生が加入す

る学会の数も少ない。例えば JSAA の場合、参加費＆年会費 350 ドル、懇親会費 100 ドル

に加えて、交通費が必要となる。 

ただし、国内の超優秀な学部生・院生に対する支援制度は充実している。学部生は通常 3

年で学士を取得できるが、3年間を破格の優秀な成績で修了した場合、その後1年 Honours 

year（優等学位年）に進むことができる。入学時およそ 300 人の学部生は 3 年次に 50 名

になるが、オナーズに進めるのはそのうち 5 名程度である。オナーズでは、修士課程同様
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に論文を書くが、それを無事修了すると博士課程に直接進学し、かつ奨学金を得ることが

できる5。なお、根岸氏は高校生の時から単身留学しており、オナーズ進学者でもある。 

博士論文提出までのプロセスに関して、フィールドに行く前と帰国後を含む 3

回のプレゼンが要請されるが、日本のように学会誌への投稿論文の本数は要求されない。

フィールドワークはたいてい 1 年間だが、文献調査だけ行う人は 4 ヶ月の場合もある。博

士課程修了後、多くの院生は日本に戻る。国内の大学の数は 39 で、そのうち専門のポス

トがあるのが 3 分の２だとしても、欠員が出ないためである。日本語教育のポストはかろ

うじてあるため、生活のためにそのポストで職を得る者は少なくない。 

 

３３３３    ANUANUANUANU における日本語学の人気における日本語学の人気における日本語学の人気における日本語学の人気    

 学生の日本語や日本語研究熱は依然として高い。確かに中国語は漸増し、昨年初めて中

国語の学生が日本語の学生を上回ったが、今年はまた逆転したように日本語の需要が減っ

ている訳ではない。それは、初等教育にて日本語教育が盛んであるためである。日本語学

科は全学年で 400 名だが、最も人数が多いのが 2 年生で、他校から転学し 2 年時からスタ

ートする者が多いためである。ANUでは小学校以来 9年間日本語を学んできた学生には、

初級・中級クラスはとらせないなど、少人数の高度な教育が学生の間でも評価を得ている。 

 

４４４４    人類学者として日本研究で学位を取得した田村恵子氏へのインタビュー人類学者として日本研究で学位を取得した田村恵子氏へのインタビュー人類学者として日本研究で学位を取得した田村恵子氏へのインタビュー人類学者として日本研究で学位を取得した田村恵子氏へのインタビュー    

 現在、客員研究員である田村恵子氏によれば、ANU で人類学者として日本研究で博士

の学位を取得した者は自分を除き他にいないという。それは、ANU の人類学がアジア（特

に日本）を研究対象にしてこなかったことの影響が大きく、あくまでも太平洋研究の拠点

として発展してしまったことによるという。 

田村氏は、人類学の修士課程在学時にアボリジニー研究に従事し、博士課程在学時には

日本人の戦争花嫁について論文をまとめ、2000 年に学位を取得された。自身がオーストラ

リア人の男性と結婚し、オーストラリアに移住したこともあり、日本とオーストラリアの

間を動き、オーストラリアに同化していく女性の存在とその語りに関心を持ったという。

また、日本人女性の事例をオーストラリアの移民史の中に位置づけることを試みた。 

テーマ設定には時代も大きく影響しており、ちょうど村山談話の後「豪日研究プロジェ

クト」が開始され、国内で戦争期の兵士の体験に関心が寄せられるようになった頃であっ

た。田村氏も博論執筆の傍ら豪日研究プロジェクトの研究員となり、太平洋戦争の資料整

理を行い、戦争関連の文献を中心としたデータベースの構築や日本語による戦史の紹介を

作成し、95 年に HP 上でそれを公開した6。同プロジェクトの中心になったのは ANU の

ハンク・ネルソン教授で、オーストラリアの戦争捕虜の歴史を明らかにし、オーラルヒス

トリーの収集を行った。このプロジェクトの最大の成果は、オーストラリアにとっては対

日戦争であったものの、日本にとっては対米戦争であったことなど、戦争そのものの見方

や記憶の仕方に対する相違を浮き彫りにした点にある。そうした大きな歴史的うねりの中

に田村氏の研究は位置づけられ、人類学の比較の視点がそうしたプロジェクトで大いに役

立ったという。 

2002 年には 20 世紀初頭に神戸に住んだイギリス人がその時代をどう生きたかという研

                                                   
5 民間企業に勤めた場合にもオナーズ修了者は初任給が通常の 1.5～2 倍になるという。 
6 http://ajrp.awm.gov.au/ajrp/ajrp2.nsf/Web-Pages/HomePage_J?OpenDocument 
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究を National Library of Australia に所蔵されている Harold Williams Collection を利用

して行った。現在、日本の科研では二つの研究に携わっており、一つは戦後の南洋真珠の

養殖の歴史、いま一つはカウラの戦争墓地の研究である。カウラは捕虜収容所があった土

地で、250 名の捕虜が脱走を試みて死亡した事件があった。その捕虜と強制抑留の民間人

が墓地に埋葬されたが、日本政府が海外に墓地を造ったのはカウラだけで、遺骨を日本に

移送しなかった。田村氏はそうした戦争中の政府による捕虜の扱いを研究しているが、こ

うした研究が可能になりつつあるのは、ABC 放送が捕虜の体験のインタビューを放映した

ように、国内で歴史への見方に変化が生じているためである。 

 

５５５５    ANUANUANUANU における日本（東アジア）関連シンポジウムの概要における日本（東アジア）関連シンポジウムの概要における日本（東アジア）関連シンポジウムの概要における日本（東アジア）関連シンポジウムの概要    

 3 月 4 日から 6 日まで ARC Laureate Project と ANU College of Asia & the Pacific の

主催による「Survival Politics in East Asia：Socio-Environmental Crisis and Grassroots 

Responses」と題したカンファレンスが開催された。趣旨は、(チベットやモンゴルを含む)

東南アジアにおける社会－環境的危機に立ち向かう草の根集団とローカルなコミュニティ

による下からの戦略を明らかにすることであり、６つのキーノートスピーチと４つのパネ

ルで構成され、主に海外から招聘された研究者を中心に発表者は 16 人に及んだ。 

また、3 月 9 日、10 日にも「Grassroots Regionalization and the Frontiers of the 

Humanities in East Asia」と題したカンファレンスが開催された。主催は Korea Institute

と ANU College of Asia & the Pacific で、Korea Institute と Academy of Korean Studies 

がスポンサーである。10 名の研究者が日本、韓国、オーストラリア国内から招聘され、発

表した。 

両方のカンファレンスに参加したものの、後者はかなり思想的に左寄りであり理論的枠

組みをつかめなかったため7、以下では前半のカンファレンスの発表内容に絞り、日本に関

連した５つの発表を取り上げる。  

 アデレード大学の米村正子氏の「Animism: A grassroots Response to Socio 

Environmental Crisis in Contemporary Japan」では、水俣病と 3.11 という社会－環境

的悲劇が生じた際に、草の根レベルの反応としてアニミズムの高まりが見られることが指

摘された。水俣においては、特に漁師である緒方正人によるいのちの世界の認識や石牟礼

道子の業績にアニミズムが見られること。3.11 の後も、アニミズムとしての文化遺産の再

評価が見られるとして、鹿踊りの復興や仏塔の再建、84 の神社の再建が挙げられ、それら

がいかに被災地の住民に土地との結びつきの感覚をもたらしているかが指摘された。アニ

ミズムは西洋の社会科学の知に対置される概念であり、日本ではそれが政治的含意を持っ

ていることが強調された。 

  ANU のテッサ・モーリス＝スズキ氏の「Living Politics: Rethinking the Political From 

Ashio to Fukushima」は、政治の難局に風穴を開ける近代日本のインフォーマルな政治の

形式として、足尾銅山をめぐる谷中住民の対応を考えるものであった。1907 年に政府は公

害被害を軽減するため、谷中村を遊水池にする方法を選び、住民に貯水池建設と移住（廃

村）を要請したが、16 世帯が移住に反対し村に住まい続けた。谷中住民の lived politics 8

                                                   
7 例えば、安重根がいかに日本で歪められて報道されてきたかが力説されたり、北朝鮮からの脱国者がい

かに海外や韓国で虐げられているかが報告された。 
8 組織化された抵抗（対抗）運動という意味で用いられている。 
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は、日常の農業を遂行する中で行われ、彼らは日々の生活の中で汚染の被害を記録し図式

化し、政府と鉱山の情報隠蔽工作に対峙するためにその結果を公表した。さらに、戦後の

自律的活動の一例として、1940 年代後半の名古屋の佐久中央病院の地域医療の歴史が紹介

された。戦後帰還兵が多く医療物資が不足する中、佐久中央病院は病院を政府の支配下に

置く提案を断った。「農民と共に」というスローガンは、実際に農村コミュニティに支えら

れ、1949 年に火災の被害に遭ったときも地元の農民たちが中心に再建のための資金集めに

奔走した。病院側も手術に親族を立ち会わせる、患者の自助組織に協力するなど当時の病

院としては画期的な活動をした。このように、病院のスタッフ、患者そして地域住民は、

病院とコミュニティを統合し社会医療という視座を発展させ、病院のイメージを大きく変

えた。1960 年代までに佐久の事例は社会医療の創造的モデルとしてアジアに拡がり、現在

まで活動を行っている。東福島では、谷中と同様に多様な方法で live politics が展開して

いる。例えば、生活圏内の被害の状況を図式化し、核について勉強し、身体や土地の汚染

を測定する機械を購入し、作物や食物の除染を学び、成果を刊行し、他の草の根グループ

とネットワークを結んでいる。このように、生きられたポリティクスの世界－小規模で日々

の生活に根付き、柔軟で時に儚い－は、経験の幅広さを気づかせてくれる。それは、思考

と実践がいかに多様かを示し、失敗の余地を有する。谷中の歴史と福島をめぐる政治は相

互に関連しており、特に思考と行動の底流において緩やかに連関している。これらの歴史

は“被統治者のポリティクス”が交錯しており、政府の権力が圧倒的な状況下で自律性を

主張するものである。 

 オックスフォード大学の小西しょう氏の「Provincializing the State: Symbolic Nature 

and Survival Politics in Post –World War Zero Japan」は、帝国が拡大していく 20 世紀

初頭の日本において、アナーキストの存在と自然と自然科学をめぐる一般的な理解とが知

的、文化的、社会的運動の中で立ち現れてくる有り様を論じる発表であった。発表者は不

在で原稿が代読されため理解が不十分だが、およその内容は次の通りである。日露戦争後

の日本で生じた科学的転回は“アナーキストサイエンス”という自然、動物行動、進化、

宇宙の力学をめぐる固有の理解に端を発していた。例えば、有島武男がロシアの生物学の

本を読み、ガイア世界の多様性から人間界のヒエラルキーを相対化し、北海道の農業の実

践において相互扶助を重視することで実際にそれを実践した。その中で彼は農業を近代的

テクノロジーと接合させ、第二の文化維新を引き起こした。 

 ANU のポスドク研究者であるオリビエ・クリシャー氏の「Can ‘art’ be informal? The 

case for creative activism in East Asia」では、近年ジャック・ランシールを嚆矢とした

芸術論や文化論で取り上げられる美学と政治の関係性という理論的枠組みに基づき、イン

フォーマルなライフポリティクスの事例を取り上げた。日本と香港におけるアートの形態

をとる運動を事例とし、いかに創造的実践がインフォーマルなライフポリティクスの道具

立てや戦略として機能するかを述べた。より具体的には、代々木の宮下公園でカフェ・エ

ノアールを運営し、ホームレスの支援活動を行っていた市村美佐子の作品が、香港や上海

の社会派のアートスペースに展示されるようなアートのクロスカルチュラルネットワーク

の事例が報告され、’アート’はインフォーマルポリティクスを形成する’創造的実践’として

展開されていくべきだと結論づけられた。 

  ANU の研究員であるアダム・ブロイノウスキー氏の「‘Things Fall Apart’: Oceanic 

Responsibility and Localized Responses during the Fukushima Daiichi nuclear 
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disaster」では、福島をめぐっていかに“正確”で“科学的”データが隠蔽されているか、

実際はいかに汚染されているかを提示するのに終始していた。従って、何を根拠に発表者

のデータが「科学的データ」であり、政府の情報を非科学的と言えるのか。なぜ発表者は

反原発運動は失敗したと思うのか。なぜ発表者の言う「科学的な」データが公共の中で話

されないのかを問うべきだといった、厳しいコメントが寄せられた。 

 以上、ANU の日本研究者の間では、草の根レベルの社会運動とそのグローバルな展開

に強い関心が寄せられていることがよくわかったが、そうした運動の日本的特徴までは明

らかになっていない。米村氏はアニミズムを日本的特徴として指摘したが、事例に挙げら

れた神社の再建や鹿踊りの復興は、アニミズムというよりは祖先祭祀やコミュニティ論の

文脈で考える方が適切であるように思われる。ANU の日本研究者が帯びている（と報告

者が感じる）政治性は、文化的要素抜きに議論され、行為者の認識枠組みや文化的規範が

どう彼らの行動を制約したり、助長するかといった点には触れられないため、統治者と被

統治者といった二項対立的構図が再生産されてしまう的にあると思われる。 

 

６６６６    Matthew AllenMatthew AllenMatthew AllenMatthew Allen 先生先生先生先生へのインタビューへのインタビューへのインタビューへのインタビュー    

 Matthew Allen 教授は、シドニー大学卒業後、九州大学の修士課程に進学し、華やかに

語られる日本の経済成長の裏側で不可視化されてきた、石炭鉱山労働者の町であった筑豊

地方の勃興と衰退について修士論文をまとめた。筑豊地方が、鉱山業の衰退と共にいかに

疲弊し、それに伴い人びとの意識や生活がどのように変化したのか。外部から筑豊の復興

を試みようとやってくる人びととの関係性を含め、衰退していくコミュニティのエスノグ

ラフィを描き、ケンブリッジ大学から『Undermining the Japanese Miracle: Work and 

Conflict in a Japanese Coal-mining Community（1995）』と題した書籍を発刊した。 

 博士課程では沖縄研究に従事した。その背景には、シドニー大学在学時に沖縄からの留

学生がいたこと、以前よりシャーマニズムに興味があったことが影響している。しかし、

沖縄研究に着手した最大の理由は、1995 年の少女への暴行事件である。事件を知り、日本

の「境界」として沖縄に関心が高まったという。なお、筑豊地方も経済成長し続ける都市

との「境界」として位置づけられ、研究関心は修士課程以来一貫して「境界」にあったと

いう。  

大学在学時に知り合った留学生が精神科の医師となり久米島クリニックに訪問診療をし

ていたこと、その医師が勤める那覇の病院の看護師がユタになり久米島に帰島したことか

ら、調査地は自ずと久米島になった。フィールドワークは子どもを含む家族連れで、子ど

もを小学校に編入させながら 1 年間遂行した。調査ができたのは、自分が外国人であった

からで、フィールドの人が外国人に教える義務を感じたためだという。調査費用はオーク

ランド大学と文科省からの助成金を得た。博士論文では、久米島島民という複合的・多層

的アイデンティティが彼らの日常生活の中でどのように形成・修正され続けるかに関して、

記憶、地域性と歴史、メンタルヘルスとシャーマニズム、観光といった幅広い切り口から

描いた。同論文は『Identity and Resistance in Okinawa（2002）』として刊行された。 

その後 Allen 氏の研究は、記憶・博物館・アイデンティティを主題に、沖縄の置かれた

文脈を歴史との関係に留意して考察している。現在「戦争と子ども」というテーマに着手

しているが、それは神風特攻隊を理解するためにも重要であり、またシリアをはじめとす

る現代的問題へも有益な視座を与えてくれると考えているためだという。報告者との対話
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の中でも、沖縄のコミュニティ内の「子ども世代」の U ターン者がどういう経緯で島に戻

ってきたのか、戻らない若者との比較から、現在の沖縄を照射する研究が面白いのではな

いかというアイデアを頂いた。  

 

７７７７    まとめまとめまとめまとめ    

ANU では、JI の組織化をはじめ日本研究の再活性化が試みられているものの、成功し

ているとは言い難い。その背景には日本政府および ANU の財政削減政策が大きく関係し

ており、予算縮小が若手研究者の研究遂行に直接的影響をもたらしていることが明らかに

なった。また、ANU の人類学が先住民研究をはじめとするオセアニア研究に力点を置き、

アジア研究の発展に関心を向けてこなかったことが、歴史学や国際関係論等の特定の分野

の日本研究における発展をもたらしたと同時に、わかりやすい構図で日本（沖縄）を論じ

る傾向を高めたと思われる。 

但し、ここで安易な批判をするつもりは毛頭ない。むしろ、多くの日本研究者が招聘さ

れたカンファレンスに人類学者が不在であったのは、他領域の研究者にとって人類学者の

プレゼンスが低いことを示していよう。人類学的視座を盛り込んだ日本研究の発展・展開

のためには、人類学者自身が（Allen 先生のように）コミュニティを多角的・複層的に見

る力を鍛え、他の領域が無視できない研究成果を出していくことが必要不可欠であり、報

告者にもその責任の一端が課せられていることを学んだ。 

最後に、人類学的見地から日本研究に従事してきた田村、Allen 両氏およびモーリス＝

スズキ氏の 3 者の研究に共通しているキーワードは「境界」であり、大英帝国の境界とい

う歴史性を帯びたオーストラリアにおいて、今後も研究の底流にあり続ける概念であろう

ことが予想された。 
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書館の司書の篠崎まゆみさんには、紙面に書ききれない程の多くの情報をお話いただきま

した。記して感謝致します。また、テッサ・モーリ＝ススズキ先生、KI 所長の Hyaeweol 

Choi 先生、Gavan McCormak 先生にも、シンポジウム期間中に大変お世話になりました。 

 

補足：日本研究の変遷（文献資料より） 

・1918 年 シドニー大学東洋学科創設 ジェームズ・マードック着任 

・1922-47 マードックの後任 Arthur Sadler が伝統文化や文学の研究に従事 

1960 年～70 年代初期にかけての日本研究ブーム（第一波） 

（57 年日豪通商協定、62 年に豪日経済委員会発足。1973 年英国が EC 加盟し貿易額の

多い日本に関心の矛先が） 

＊50－60 年代の研究は、文学や歴史それも古典文学や古代から中世にかけての歴史を専

門とする研究者が多く、考証的な観点から日本文化・社会の本質に迫ろうとしていた。

[池田 2002：76] 

60 年にオーストラリア国立大学（ANU）にアジア研究学部が創設し日本学科発足。 

(当時の首相がアジア文化の知識を身につけた専門家の養成が急務と判断し、アジア研

究の拠点づくりを所望) 
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76 年までに 13 の機関で 100 の関連授業。日本語学習者が 8000 人に。 

＊60 年代の日本の高度経済成長期以降、現代日本を対象にした実証研究が多くなり、

経済学・政治学・国際関係論に進学する Phd が増加 [池田 2002：76]  

＊60 年代後半から中根千枝をはじめとする日本人の特殊性を声高に論じる「日本論・

日本人論」への疑問や批判の登場[池田 2002：76]9 

1970 年代後半～代後半～代後半～代後半～80 年代の第二次日本研究ブーム 

＊奨学金制度の展開と経済的関心から日本を知る必要があったため 

＊既存の歴史や文学を中心とした人文学的研究から、社会科学や現代日本への批判的ア

プローチへとパラダイムシフト。既存の日本語教育への疑問も提起。 

  cf. 杉本良夫,ロス・マオア編『日本人論に関する 12 章 通説に異議あり』（1982） 

1990 年代以降 

・1992 年 高等教育機関改革。大学の数が 19 から 39 に。[池田 2002：75] 

・政治と官僚組織の構造改革に焦点が当てられた他、女性の権利擁護者が保守層にもあっ

たことを示す研究や、農村社会が国家主義を支えていたという視座に反旗を翻す研究、

家族制度や職場において前近代的様相を残しているとされるポストモダニズム研究も開

始。オーストラリア国内に居住する日本人の研究にも着手。[池田 2002：77] 

・日本研究の位置づけに対する懸念 

 日本研究が地域研究の一部として扱われている限り、日本の政治に研究成果が反映され

ないことに対するどかしさ。 

・日本研究者の海外流出。政府の教育関係予算の削減。 

 

２ 日本研究者の概要 

・2003 年時点、40 校中 33 校が日本研究をカリキュラムに入れ、15000 人の学生院生が日

本語や日本関連の授業を履修（Drysdale2004：7）。 

・96 年 18000 人、94 年 17000 人の学生数に比して、2003 年は若干減少傾向。 

・日本研究者の総数は 251 人（2003 年）。うち、57％が女性。 

・最も多いのは言語学で 69 名、次に近代史・現代史が 18 名、そして経済が 10 名であり、

およそ 30％が社会科学を専門とする者。35 歳以下の教員は 5％（55 歳以上は 23％） 

・2003 年時点の学位論文数は、修士 361（158）、博士 193（71）   ＊（ ）は日本

人  

 

３ 日本研究のオーストラリア国内における拠点（研究所） 

【Australia-Japan Research Center＠ANU】 

・他の大学の教授を半数含む研究委員会を持ち、A 政府や財界、日本政府から提供された

独自の潤沢な基金を持った経済学の研究所。1972 年開設。 

・ANU の院生の 2003 年までの修了者数、修士 70、博士 63。博士論文の主なテーマは「政

治・外交・防衛」次に「政治」[宮城 2003] 

【Japan Studies Centre＠Monash】 

 1981 年開設。ビクトリア州の日本語研究者の研究交流拠点。日本万国博覧会基金、トヨ

                                                   
9 70 年代、アメリカの日本研究（本質化された日本の地域像やエスノセントリズム）に対する批判とし

て展開[川端 2011：72] 
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タ財団の助成を受けた。但し、常勤スタッフや図書室はない。[疋田 1994：325] 

 

４ 日本研究に関する学会 

・1978 年に JSAA が創立 

「オーストラリアンスタイルの日本研究」（1980 年の JSAA） 

  神秘主義・異国趣味・妄想的なものではなく、合理的かつ冷静な研究を目指す探求 

・JSAA の 2003 年の大会（25 周年記念） 

 160 の研究発表（25％言語教育、20％社会学、15％文学、12％歴史） 

同時代の政治学は５、ビジネスや経済も６しかなかった。 

ラウンドテーブルは日本のビジネスに関するものだったが 20 人の参加者の多くは年配

で個人発表はしなかった[Pokarier2004：94]  

・関連学会として「オーストラリア／アジア研究学会」（1978 年創設）もある。 

 

５ オーストラリアの人類学研究 

1925 年 シドニー大学に人類学講座開設  

1946 年 ANU 太平洋研究所に人類学講座開設 

→白人社会と未接触のパプアニューアに吸い寄せられたアメリカ人人類学者の研究拠点

に[大野 2009：371]  

1955 年 国立アボリジニ研究所設立 → アボリジニ研究の衰退 

1970 年代 アボリジニ研究の再盛  

1990 年代 ホーム研究の隆盛 

【現状】 

・オーストラリア人類学会は会員 200 人程度で、むしろ AAA に参加 

・ANU での人類学に関する大学院コース提供機関 

①教養部、②考古学、人類学研究所、③太平洋・アジア研究所、④クロスカルチュラル

研究センターの４つ[大野 2009：387] 

・A で刊行されている主要人類学雑誌「Oceania（1930,シドニー大）」、「Mankind（1931,

博物館）」→「The Australian Journal of Anthropology（1990,学会誌）」、「Social 

Analysis（1979,アデレード大）」、「History and Anthropology（1984,ANU）」 
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育学研究室』35：87-95 
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の展開」『オーストラリア研究』24：72-88 
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○○○○    北米における医療人類学の動向調査北米における医療人類学の動向調査北米における医療人類学の動向調査北米における医療人類学の動向調査    

 

【背景と目的】【背景と目的】【背景と目的】【背景と目的】    

 昨年度に実施した海外研究動向調査「4S 及びカルフォルニア大学における科学人類学・

医療人類学の動向調査」において明らかになった成果として、（１）医療人類学の中で科学

人類学的な研究が増加していること、（２）いわゆる開発途上国においてはグローバルヘル

スに関わる研究が増加していること、があった。 

本年度の海外研究動向調査では、12 月 3 日から 7 日にワシントン DC で行われるアメリ

カ人類学会の研究大会（Annual Meeting of American Anthropological Association）に参

加し、前年度に実施した動向調査のフォローアップを行うとともに、北米における医療人

類学全体の動向を調査した。 

 

【調査期間】【調査期間】【調査期間】【調査期間】    

11 月 30 日から 12 月 11 日までの 12 日間（内、12 月 3 日～7 日まで AAA に出席） 

 

【対象機関】【対象機関】【対象機関】【対象機関】    

Annual Meeting of the American Anthropological Association 

 1902 年に創設された AAA は、現在、1 万 2 千人の会員数を誇る世界最大の人類学関連

学会であり、その年次大会には 5 千人の参加者が平均して参加している。2014 年の年次

大会では、ワークショップやビジネスミーティングを含めて、1000 以上のプログラムが企

画され、医療人類学部会では、81 のパネルと 6 つのポスター発表が行われた。本調査では、

この医療人類学部会のパネルを中心に、北米における医療人類学研究の最新の動向を調査

した。 

 

【参加したパネルの内容の一部】【参加したパネルの内容の一部】【参加したパネルの内容の一部】【参加したパネルの内容の一部】    

１．生成の人類学 

 生成の人類学と題されたパネルでは、ジョアオン・ビエル(Joao Biehl)さんの他、アン

ジェラ・ガルシア(Angela Garcia)さん、ブリジット・パーセル(Bridget Purcell)さん、ル

ーカス・ベシーレ(Lucas Bessire)さん、アドリアナ・ペトリーナ(Adriana Petryna)さん

の 5 名が発表し、マイケル・フィッシャーさんからのコメントが行われた。 

 ビエルさんの趣旨説明では、今回のパネルが同じタイトルの本の予告となっていること、

生成という概念がドゥルーズとベイトソンに由来すること、人々の可塑性や彼／女らの世

界のつくり方に注目すること、彼／女についての理論ではなく彼／女と理論をつくること

などについて、自身の代表作である Vita に描かれたカテリーナさんの事例を交えながら説

明された。 

 それぞれの発表者は、メキシコにおける治療を通じた暴力や、トルコにおける儀礼の場

所と実践の変化、パラグアイの狩猟採集民の無への生成、気候に関する数学的予測と予測

不可能性について述べられていた。しかし、15 分という時間の制約のためか、発表そのも

のからは生成という概念を使うことの旨みはほとんど感じられなかった。 

 

２．規律訓練、ケア、処罰？監獄における苦悩と福祉に対する人類学的アプローチ 
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 ダイナ・ミカエラ・スタンレイ(Diana Michelle Stanley)さんの発表では、受刑者の増

加に伴って、アメリカの刑務所ではホスピスの併設が増加していることが述べられた上で、

そこでのケアが規律訓練と区別できない状態で併存していることが報告された。 

 ステファニー・ジェーシンタ・モリソン(Stephanie Jacinta Morrison)さんらの発表で

は、スコットランドの刑務所における作業療法について、それが受刑者の多様なレベルで

の不健康（依存、メンタルヘルス、トラウマ、脆弱性、障害、頭部損傷、うつ etc.）を予

防するために用いられていることが報告された。 

 全体的に事例の報告の色彩が強かったが、取り扱っている事例は興味深いものだった。 

 

３．ケアの時間性：医療、科学、時間の見積もり 

 スザンナ・トリンカ(Susanna Trinka)さんの発表では、ニュージーランドの喘息患者の

非応諾に注目することにより、発作を予防するステロイド吸入剤を定期的に使用するとい

う医師の求める時間性とは異なる、「喘息に入ったり出たりする」という患者の時間性があ

ることが示され、それが製薬会社への批判へと通じていることが示された。 

 サラ・ピント(Sarah Pinto)さんの発表では、インドにおけるヒステリーと憑依が同一視

される背景にある時間性とその割り当てについて報告された。 

 サミュエル・タイラー・アレクサンダー(Samuel Taylor-Alexander)さんの発表では、顔

面の手術について、顔が異なる時間性を持つ部分から構成されていること、その手術にお

いては未来のために現在が犠牲になりうるという実験的な時間性が用いられていることが

報告された。 

 医療における時間性を主題とした研究を並べることで、時間性に関するいくつかのパタ

ーンが見えてくるパネルとなっていた。 

 

４．グローバルヘルスの技法と技術 

 アニータ・チャーリ(Anita Chary)さんの発表では、グアテマラにおける子宮がんのコル

ポ診の普及について報告し、低コストで容易にできる検査の普及が山間部のインフラの未

整備という根本的な問題の解決を隠蔽していることが報告された。 

 クラレ・イソベル・チャンディアー(Clare Isobel Chandler)さんの発表では、簡易マラ

リア診断キットの普及が、マラリアの過剰診療と抗マラリア薬の過剰処方を抑制し、薬を

欲しがる患者を抑制的な患者に変えるために使われていることが、タンザニアの事例を踏

まえながら報告された。 

 ジャニス・グラハム(Janice Graham)さんの発表では、髄膜炎 A ワクチンがゲイツ財団

の支援を受けてどのように開発され、どのような成果を上げているのかが、ブルキナファ

ソの事例を交えながら述べられた。同時に、成果を確かなものにするためには持続性が必

要で、そのためには資金が必要なことも述べられた。 

 マーガレット・マクドナルド(Margaret MacDonald)さんの発表では、妊娠後の出血を

防ぐために NGO などによって処方されているミソプロストソールが、グローバルヘルス

を推進するための技術的・企業家的で、市場に基づく解決の一例になっていることを示し

ていることと、同時に、ミソプロストソールが中絶に使用されていることも報告された。 

 サマー・ウッド(Summer Wood)さんの発表では、タンザニアにおける出生証明書につい

て、なぜそれがそれほど普及しないのかについて報告された。 
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    グローバスヘルスの現場において、新しい医療技術がどのような振る舞いをしているの

かを検討するという問題意識には共感できるところが多く、改めてグローバルヘルスにつ

いての研究に可能性を感じることができた。 

 

５．ケアという労働：作業、市場、生政治の生産 

 ナタリー・ポーター(Natalie Porter)さんの発表では、ベトナムにおける、鳥インフルエ

ンザへの対応としてのワクチン接種について、概要が報告された。人間と動物の関係や、

生政治、政治経済と関わる主題と関わるテーマで、今後の実りある展開を予感させる発表

だった。 

 ラマー・マッケイ(Ramah McKay)さんの発表では、モザンビークにおける、ブラジル

との南南協力の影響として、製薬会社や薬局での仕事が生まれてきていることが報告され

た。 

 サイーダ・ホジック’(Saida Hodzic)さんの発表では、ガーナの看護師が置かれている状

況と、彼女たちが近代化のエージェントになっていることが報告された。 

 クレア・ウェンドランド(Claire Wendland)さんの発表では、マラウイにおける助産師に

焦点をあて、出産介助の際に血に曝されることから衛生的・霊的に危険な仕事として認識

されていることが報告された。 

 シェリーン・ハムディ(Sherine Hamdy)さんの発表では、エジプトの動乱時の医師の活

動に焦点を当てながら、医師の中立性がどのように作り出されているのか、上からの権力

と下からの権力がどのように交渉しているのかについて報告された。まだ整理はされてい

なかったが、映像を多用していたこともありわかりやすく、今後の展開を楽しみにさせる

ものだった。 

    ケアを主体化論からだけでなく、労働という側面から捉え直そうというパネル全体の趣

旨は、実際に分析にはほとんど活かされていないように思えたが、統治とケアの関係につ

いて再考するという意味で触発的だった。また、ポーターさんとハムディさんの議論は、

個別の話としても、きわめて興味深いものだった。 

 

６．バイオソーシャルを組み立てる：身体化された環境、健康、生命科学と人類学の学際

性の様式 

 エリザベース・ロバーツ(Elizabeth Roberts)さんの発表では、メキシコシティにおける

都市環境（セメント工場、家族の安定性、社会関係の強度、食べ物、薬剤、社会福祉・階

級対立・ドラッグ戦争）が胎児と幼児の生育に与える影響について、エピジェネティクス

の観点から探るための、生物学者と人類学者が共同して行うバイオエスノグラフィーの試

みが紹介された。ロバーツさんによると、すでに一部の成果は都市政策に影響を与えてい

るという。 

 ステファニー・ロイド(Stephanie Lloyd)さんとユージン・レーケル(Eugene Raikhel)

さんは、エピジェネティクスという発想について、概括的な説明がなされた。人間の成長

の特定の段階において、特定の物理的・化学的・社会的環境に置かれることが、特定の遺

伝子の発現を促すという発想が、これまでとは違う形で人間と環境の関係を捉えうること、

一方で、新たな形の還元主義に陥りうることが述べられた。具体的には、マギルにおいて、

エピジェネティクスの観点から自殺の原因を説明するというプロジェクトが進行中である
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ことが述べられた。 

 ダニエル・レンデ(Daniel Lende)さんからは、依存についての研究を行った立場から、

エピジェネティクスが、古典的な「氏か育ちか」論争の焼き直しになること、依存に関し

て、社会文化的な説明を自然科学的な説明に還元することになりうることが述べられた。 

 コメンテーターのモーリツィオ・メローニ(Maurizio Meloni)さんからは、生物学と民俗

生物学を分ける必要があることや、エピジェネティクス自体は環境を改変しないこと（つ

まり相互作用ではなく一方通行）、獲得形質の遺伝をどう考えるかについて、問題提起がな

された。 

 エピジェネティクスに関する議論への注目は確かに有意義だが、この分野で議論を進め

ていくためには、エピジェネティクスに関する実証的研究がどのように真実として定式化

されるのか、とともに、それがどのように一般に普及し、環境を改変していくかというニ

ッチ構築に関する議論が不可欠となる。その一連のプロセス自体をモニターするという、

生物学による自己観察のプロセスまで視野に収める研究の可能性を予感させるパネルとな

っていた。 

 

７．「脳的な主体」の時代における精神と身体を再考する 

 ダナ・ゴールドステイン(Donna Goldstein)さんの 2011 年にニューヨークのレロイで起

きたてんかんの集団発症についての発表では、神経学者による生物学的な説明が、環境要

因を隠蔽していることについて報告された。 

 レベッカ・プレット(Rebecca Plett)さんの発表では、カナダのメノー派の人々の歴史に

基づく態度が、メランコリーやうつといった生物医学の単語に翻訳されていることについ

て報告された。 

 ダニエル・カー(Danielle Carr)さんの発表では、脳深部刺激療法がいかに主権や自律性、

所有といった啓蒙思想の根底に有る概念を揺り動かしているのかについて、医学の言葉と

法学の言葉を対比しながら報告されていた。 

 ベス・セメル(Beth Semel)さんの発表では、アメリカにおける精神病研究が、脳に還元

する研究、病理のメカニズムを脳の働きから解明しようとする研究に、制度的に傾いてい

っていることが報告された。その上で、それらの研究は実用化に時間がかかるため、目の

前にいる患者の治療に役立たないという批判が医療者の中から寄せられていることが報告

された。 

 エレン・バドネ(Ellen Badone)さんの発表では、自閉症の若い男性の語りを丹念に紹介

することで、医学における議論ではすくいとれない、意志や経験、主体性を描き出そうと

いう試みがなされた。 

 脳の器質的な特徴に関する研究の進展がはらむ問題性についての報告がなされたが、そ

の主題の広がりを想像できるほどの問題提起はまだできていないように思えた。その中で、

ダニエル・カーさんの発表は、まだ十分に煮詰まってはいないように思えるものの、医療

技術の進展が人間という概念に与える影響について議論する野心的なものであり、今後の

展開が期待できるものだった。 

 

８．ゲノムの反復：ポストゲノム時代における、公衆衛生、倫理的ジレンマ、権力 

 ジェシカ・モゼルスキー(Jessica Mozersky)さんの発表では、母体血を用いた新しい出
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生前診断を受けた人々の語りが紹介され、そこで浮上してくる知ることへの戸惑いなどの

倫理的問題が、決して新しいものではないということが指摘された。 

 ガレン・ジョセフ(Galen Joseph)さんの発表では、乳ガンを含めた複数のガンについて

の遺伝子診断について、遺伝子の特許化や遺伝子診断の商業化などの影響を受けて、実験

とケアの境界が曖昧になっていることや、今後も、遺伝子検診の進展に伴って、技術的に

は抱えているリスクについての情報が増えていくという見通しが述べられた。 

 ジュリー・ハリス-ワイ(Julie Harris-Wai)さんの発表では、マイノリティに対する遺伝

子診断を推進するために、コミュニティベースでの検診が行われており、それを遂行する

ためにアフリカ系アメリカ人が集う教会において行われた読書会を通じた対話プロジェク

トについて報告された。 

 バーバラ・ケニーグ(Barbara Koenig)さんの発表では、昨今の遺伝子研究の進展と人種

概念の関係について整理された。もともと、人間の遺伝子の多様性はグラディエーション

をなしており、人種の境界を引くことが難しいというのが、正統的な科学的見解であった

が、遺伝子検査によって外見的特徴やルーツについて分かるようになってきている。しか

し、そこで明らかになる過去の共有された集団は人種と必ずしも重なるわけではないとい

う。 

 遺伝学の進展が人間観に与える影響について、不可知だったものの可知化、実験とケア

の曖昧化、マイノリティ、人種といった幅広いトピックから議論するパネルとなっており、

遺伝医療の影響について人類学的に考える可能性を改めて確認させるものとなっていた。 

 

９．逆境で健康と生を求める 

 スーザン・ホワイト(Susan Whyte)さんのコペンハーゲン大学就任 40 周年を記念して組

まれたこのパネルでは、ホワイトさんの友人や学生を中心に 9 つの発表がなされた。 

 ナンシー・シェパー・ヒューズさんの発表では、Death Without Weeping で描かれたブ

ラジルのスラムの現在の姿が報告された。ブラジルの様々な場面で著書が引用されている

ことの他、乳幼児の死亡数が激減していることや出産数が減っていることが紹介された。 

 ティーン・ガメルトフト(Tine Gammeltoft)さんの発表では、ベトナムにおけるうつが、

異なる二つの語り口、プレッシャーに晒されることと打ちひしがれていることの２つの方

法で説明されていることが報告され、前者が集団的で不可避なものとして、後者が個人的

で一回性の苦悩として表現されていることが紹介された。 

 ヘレ・サムエルセン(Helle Samuelsen)さんの発表では、ブルキナファソの農村部におい

て、過剰にマラリアの診断がなされていることについて、村人たちの主体的な選択の結果

として考えられることが報告された。 

 ロッテ・メイナート(Lotte Meinert)さんの発表では、ウガンダとケニアの国境地帯にお

いて、飢餓とトゥルカナの襲撃に焦点を当てながら、それらに対する人々の対象をプラグ

マティズムとして捉える報告がなされた。 

 アニータ・ハードン(Anita Hardon)さんの発表では、フィリピンとインドネシアのロー

カルマーケットで入手可能な化学物質と、それがどのように使用されているのかについて

報告された。特に、美白製品について、インドネシアでは女性が職を得るために、フィリ

ピンでは男性が女性を惹きつけるために使用しているという報告がされ、いかに、商品と

しての化学物質がアイデンティティやジェンダーを媒介しているのかという議論がなされ
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た。 

 ルース・プリンス(Ruth Prince)さんの発表では、ケニアの病院において、研修医がチー

ム医療を進めるために、事務員や看護師との関係の作り方を学ぶことや、患者の社会的状

況についての大量の情報をカルテに書きつけることについて、解放性と閉鎖性をキーワー

ドにしながら議論された。 

    医療人類学の中でも特に社会人類学よりの発表が集まっていたパネルで、スーザン・ホ

ワイトさんの影響を受けたアフリカを対象とする医療人類学の層の厚さを感じさせるパネ

ルとなっていた。 

 

１０．疾病のドクサと遍在：非日常を日常にする 

 エミリー・メンデンホール(Emily Mendenhall)さんの発表では、糖尿病が増加しつつあ

る南アフリカ共和国において、糖尿病の認識が HIV/AIDS との比較によって成立している

ことが報告された。 

 レスリー・ジョー・ウィーバー(Lesley Jo Weaver)さんの発表では、インドにおける中

年女性の糖尿病の経験が日常を形作っていく形について、苦悩の表出の仕方、娘の反応、

病の正当性、社会的苦悩の４つにわけながら、二つのケースの比較がなされた。 

 サラ・ルイス(Sara Lewis)さんの発表では、インドにおけるチベット難民が、どのよう

にトラウマを乗り越えていくのかについて、チベットにおけるレジリエンスの概念が鍵と

なっていることが報告された。 

 メンデルホールさんが報告した、HIV/AIDS の存在が自明となった上で、それに基づい

て糖尿病が理解されているという報告は興味深いものだった。医学的知識が、物事の理解

や判断の前提になる可能性について、ますます敏感になっていく必要性が感じられた。 

 

特別講演「アントロポセンの時代における人類学：研究すべきことについての私見」（ブル

ーノ・ラトゥール） 

 ブルーノ・ラトゥール (Bruno Latour) さんの特別講演は、アントロポセン

(anthropocene)1に関するものだった。やや正確性に欠けるが、おおまかには以下のような

話がされた。 

 ラトゥールによると、アントロポセンは人類学者への贈り物だという。アントロポセン

という言葉が作られるという、小さなイノベーションによって、地質学者や歴史学者の関

心が大きく変わった。 

 アントロポセンが興味深いのは、第一に、それが、人間がいかに地球の気象に影響を与

えているのか、つまり人間のエージェンシーを問題にするからである。第二にそれは、自

然科学と人間のエージェンシーの関係の両方と関連している。そのため、アントロポセン

について考えるためには、あらゆる学問分野に対して、形質人類学と文化人類学の融合に

関するものと同じ問題ついて提起する必要がでてくる。 

                                                   
1 アントロポセン(anthropocene)は、ノーベル賞受賞者でもある大気化学者パウル・クルッツェンが提案

した造語であるとされる。地質時代における新生代第四紀更新世の次の時代区分とされ、地球の気候に対

する人間の影響力を強調するために、人類を表す anthropo-という接頭辞が用いられている。英語版の

wikipedia によると、少なくとも 1960 年代には、ロシアの科学者たちの間で使われ始め、1980 年代にユ

ージン・ストーマーによって現在の意味で用いられるようになったとされる。なお、2014 年の AAA にお

いて、anthropocen に言及したパネルと発表は 64 に上っており、注目度の高さがうかがえる。 
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自然と文化の対立や、自然化や社会構築への還元といった問題は古く、退屈なものかも

しれないが、第三に、アントロポセンは、ダナ・ハラウェイの言うところの、責任＝応答

可能性とも関連している。地球の気象が人間によって変わっているというのならば、それ

はいったい誰によって変わっているのか。正確には誰なのか。人類はひとつのまとまりと

は考えられない。そのため、誰に責任があるのかという観点から、数多くの学問分野が様々

な人間の生活に関心を持つようになる。またそれは、責任を特定のネットワークに帰する

可能性を惹起し、たとえば、キャピタロセン(capitalocene)という他の用語も提起しうる。 

 第四に、アントロポセンは、多くの学問分野に人類学が抱えていたものと同じ政治的妥

当性を突きつけることになる。人類学者と同じように政治参加が求められることになる。 

 アントロポセンに生きる人々の研究をする、ということは、人類の中の特定の人々や特

定の側面を研究するという一般的な人類学の定義とは異なる。「形質」の側に注目すると、

様々なものがエージェンシーを持っている。あるいは、私たちを驚かせるという意味で、

活動している(animated)。ヤン・ザラシェヴィチの The planet in a pebble のように、科

学者たちは、たとえば石を、単なるモノとしてではなく活動しているものとして扱い、地

球を多くの構成要素のすべてがそれぞれの世界を作り続けているようなものとして扱う。 

 「形質」がエージェンシーを扱うからと言って、「文化」の側が「自然の力」を扱う必要

はない。アントポセンはオントロジーに関わる問題を提起し、これまでとは異なる時間と

空間に関する概念を要請する。そのようなきっかけを与える贈り物である。 

 な お 、 こ の 講 演 の 読 み 上 げ 原 稿 は 、 ラ ト ゥ ー ル 自 身 の web ペ ー ジ

（http://www.bruno-latour.fr/sites/default/files/139-AAA-Washington.pdf）から入手可能

である。 

 

【海外の研究者との対話】【海外の研究者との対話】【海外の研究者との対話】【海外の研究者との対話】    

 企画時に予定していた、ペンシルベニア大学のアドリアナ・ペトリーナ教授とは長時間

話すことはできなかったが、今回の調査では、ロンドン大学名誉教授のマリー・ラスト

(Murray Last)さんの紹介により、ヨーロッパにおけるアフリカを対象とする医療人類学

の大家であるスーザン・ホワイト(Susan Whyte)さんと、若手のホープであるルース・プ

リンス(Ruth Prince)さんと特に親しく議論させてもらう機会を得た。 

 ウガンダをフィールドに研究を続けてきたコペンハーゲン大学のスーザン・ホワイトさ

んは、ヨーロッパを代表する医療人類学者のひとりであり、妖術や占い、薬剤など幅広い

主題を取り扱った主著、Questioning Misfortune の著者として知られる。その後も、

HIV/AIDS プロジェクトや糖尿病を含めて幅広く研究を続けており、2014 年に Second 

Chance を上梓している。 

 Making and Unmaking Public Health in Africa の共編者のひとりであるルース・プリ

ンスさんは、2000 年代にケニアで盛んになった HIV/AIDS 対策によって大量のカネが流

入したことにより、当該地域の医療状況がどのように変化したかを記述する論文（患者の

周辺のみに焦点を当てるのではない論文）を書いている。特に、HIV/AIDS クリニックと

それ以外の医療施設のコントラストについて、プロジェクティフィケーション（プロジェ

クト化／突起作成）と、曝され（exposure）という概念を用いて記述している点に特徴が

ある。お互いの研究について議論を交わし、今後も議論を継続していくことを確認した。 

 



21 
 

【その他の訪問先】【その他の訪問先】【その他の訪問先】【その他の訪問先】    

１．スミソニアン・国立アフリカ美術館 

 スミソニアン・国立アフリカ美術館では、常設展に加え、「Conversations: African and 

African American Artworks in Dialogue」、「Chief S.O. Alonge: Photographer to the 

Royal Court of Benin, Nigeria」、「Africa ReViewed: The Photographic Legacy of Eliot 

Elisofon」の３つの企画展が行われていた。 

 このうち、「Conversations」は、Spiritualities、A Human Presence、Power and Politics、

Memory, Family and the Domestic Sphere、Nature as Metaphor、Music and Urban 

Culture という７つのテーマに沿って、アフリカの美術や器物とアフリカンアメリカンの

作品を並置して展示するという興味深い企画を行っていた。アフリカの美術と器物を並べ

て展示するという方法は、全館的に意識的に行われているようで、器物に関してはそれほ

どの驚きはなかったが、絵画の展示が充実していたことが興味深かった。 

 また、「Chief S.O. Alonge」では、ナイジェリアのベニンシティで S.O. Aonge によって

とられた写真が、ベニンシティの歴史やエドの芸術家によって作られた作品とともに展示

されていた。写真は魅力的に撮られたポートレートが多かったが、個人的には、人々の衣

装に引き付けられた。いわゆる欧米風の衣装だけでなく、ワックスプリントを仕立てた服

を着ている人も多く、その絵柄も現在に通じるものが多く見られた。昨年訪れた、アフリ

カディアスポラ博物館でもナイジェリアのポートレート写真の展示が行われており、20 世

紀に西アフリカで撮られた写真は、興味深い研究の対象になりうることが分かった。 

 

２．スミソニアン・国立アメリカ歴史博物館 

 スミソニアン・国立アメリカ歴史博物館では、東館の二階で行われている「アフリカ系

アメリカ人の歴史と文化」の企画展を訪問した。これは 2016 年に開館予定の「アフリカ

系アメリカ人歴史博物館」の予告展示を兼ねているが、訪問時には、「Rising Up: 

Hale Woodruff ’s Murals at Talladega College」という展示が行われていた。これは、ホ

ール・ウッドラフがタラデーガ・カレッジの図書館に描いた、奴隷制度と奴隷解放に関す

る壁画を展示したもので、アフリカ系アメリカ人の置かれている状況や奴隷解放が抱える

矛盾が独特の筆致でアイロニカルに描かれていた。 

 

３．ペンシルベニア大学考古学人類学博物館 

 ペンシルベニア大学考古学人類学博物館は、フィラデルフィアにあるペンシルベニア大

学に併設されている博物館である。全体の展示の傾向としては、考古学が中心となってお

り、特に、エジプト、ローマ、ギリシアなどの発掘品などが目玉となっている。それに加

えて、自然人類学に関する展示もなされていた。アフリカに関する常設展は、博物館の中

では、アメリカ先住民のものと並んで、現代的な器物が展示されていたが、どうしても他

の地域の考古学的な展示との関係で、同時代性が感じられないような展示になっていた。

それを補うためか、「アフリカを想像する」という特別展が開催されており、そこでは、ア

カンのアディンクラをシンボルにしながら、美しさ、強さ、神、変化、癒し、力、創造性

という７つの項目ごとに、器物と映像を用いながらアフリカ地域を全体的に（地域ごとで

はなく）紹介する展示がなされていた。 

 



22 
 

【総括】【総括】【総括】【総括】    

 今回、はじめて AAA に参加することで、北米の医療人類学の動向の広がりを大まかに

掴むことができた。AAA の特性として、短期間に数十件の研究発表を聞くことができる点

があげられる。これだけの数の医療人類学に関連する研究を一気に聞く機会は滅多になく、

分野全体の広がりと流行を知ることができた。全体的な傾向としては、欧米の先端医療を

対象とするものや科学人類学的アプローチを採用する研究が多く見られた。このことは、

特別講演を行ったブルーノ・ラトゥールの研究とも密接に関係しており、医療人類学だけ

ではなく、人類学全体の動向とも関連していると考えていいだろう。同時に、アフリカ地

域の生物医療を対象とする研究も散見されたが、その中でも、コペンハーゲン大学のスー

ザン・ホワイトさんの影響を受けて北欧で展開している、東アフリカを対象とする医療人

類学研究は、濃密な現地調査に基づいた民族誌を生産していることがわかった。また、個

別的には、時間性、物質性、生政治、ケア、グローバルヘルス、存在論といった主題が特

に有望に思えた。これらのトピックについて今後、医療人類学の中でどのような研究が展

開していくのか、注視していく必要がある。 

 

（浜田明範）
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○○○○ロンドンにおけるアフリカ地域を対象とする医療人類学の動向調査ロンドンにおけるアフリカ地域を対象とする医療人類学の動向調査ロンドンにおけるアフリカ地域を対象とする医療人類学の動向調査ロンドンにおけるアフリカ地域を対象とする医療人類学の動向調査    

    
【背景と目的】 

 昨年度と今年度に実施した海外研究動向調査「4S 及びカルフォルニア大学における科学

人類学・医療人類学の動向調査」、「北米における医療人類学の動向調査」によって、（１）

医療人類学の中で科学人類学的な研究が増加していること、（２）いわゆる開発途上国にお

いてはグローバルヘルスに関わる研究が増加していること、（３）北欧を中心にアフリカ地

域の生物医療に関する重厚な民族誌的研究が展開していることの３点が分かった。一方で、

アフリカ研究の拠点であるイギリスの研究動向については、まだ明確にはつかめていない。

そこで、今回の海外研究動向調査では、これまでの動向調査を発展させる形で、ロンドン

におけるアフリカ地域を対象とする医療人類学の研究の動向を調査することを目的とした。 

  

【調査期間】 

・３月７日から１５日までの９日間 

 

【対象機関】 

・University College of London（UCL） 

・The London School of Hygiene and Tropical Medicine （LSHTM） 

・The School of Oriental and African Studies, University of London（SOAS） 

 

【ロンドンにおける医療人類学の概況】 

 今回の調査では、アフリカにおける医療人類学を実施している研究者を中心に、UCL の

マリー・ラスト（Murray Last）名誉教授、LSHTM のメリッサ・パーカー（Melissa Parker）

博士、SOAS のチャールズ・ゴア（Charles Gore）博士の３名と面会し、ロンドンにおけ

る医療人類学とアフリカ研究の現状について伺うことができた。 

 現在、ロンドンでは医療人類学が非常に盛んに行われており、UCL、LSHTM、SOAS

だけではなく、London School of Economics (LSE)やキングス・カレッジ、ゴールドスミス

カレッジにも研究者が所属しており、その対象や関心も非常に幅広いものになっている。

現在、UCL と LSHTM ではジョイントセミナーを実施しているが、今後、このセミナーを

他のカレッジにも広げていく計画があるという。比較的狭い範囲内に多くの研究機関が存

在し、活発に研究交流が行われていることが、ロンドンにおける医療人類学の他の地域と

は異なる特徴となっている。 

 現在、UCL には、アフリカを対象とする医療人類学の教員としてサラ・ランドール（Sara 

Randall）博士が所属しており、彼女のもと、ソマリランド、ブルキナファソ、モロッコ、

南スーダン、ケニア、エチオピアなどを対象とする研究を行う大学院生がいる。また、UCL

には人類学部以外に、グローバルヘルス研究所や母子保健研究所にも複数の医療人類学者

が在籍しており、中でも南アジアを対象としているオードリー・プロスト（Audrey Prost）

博士の評判はとてもよく、今回の調査期間中に面会する予定であったが、調査者の体調不

良のためにお会いすることができなかった。ただし、その後もメールで連絡を取り合って

おり、今後、研究交流を続けていく予定である。UCL では、長い間医療人類学の教授を務
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められた、ナイジェリア研究者のマリー・ラスト名誉教授と面会し、近況について情報交

換をした上で、ロンドンにおける医療人類学者について教えていただくことができた。 

 SOAS には、アフリカを対象とする医療人類学の教員として、クリストファー・デイビ

ス（Christopher Davis）博士が所属している。デイビスさんは、中央アフリカのタバァの

人々の治療と病気についての研究（Death in Abeyance: Illness and Therapy among the 

Tabwa of Central Africa）で知られており、2012 年に Medical Anthropology Quarterly

誌に掲載された論文 What is Life Worth? A Rough Guide to Valuation では、ゴールドスミ

スカレッジに在籍している医療社会学者ニコラス・ローズの『生そのものの政治』を意識

しながら、フィールドワークに基づく葬儀についての議論とステラークのパフォーマンス

（Ear on Arm）を並置し、Deadly と Leathal を再定義する刺激的な議論を展開している。

当初、今回の調査中にデイビスさんとの面会を希望していたが、残念ながら連絡を取るこ

とができなかった。SOAS では、アフリカ地域研究を専攻しているチャールズ・ゴアさん

にお会いし、SOAS における西アフリカ研究の状況について伺い、今後の交流を約束する

ことができた。 

イギリスにおける熱帯医学の拠点である LSHTM には、多くの医療人類学者が在籍して

おり、医療援助や医学研究と共同しながら研究が進められている。今回の調査では、その

なかでもメリッサ・パーカーさんとお会いし、話を伺うことができた。LSHTM では、医療

人類学は、Anthropology, Politics and Policy Group （APP）という部署に所属しており、

大学院生を対象とする教育活動と研究活動の両方が行われている。LSHTM においても、医

療人類学者の研究は多岐にわたっており、特定の傾向があるというわけではないが、必ず

しも応用研究が盛んというわけではなく、生物医療の実践に対する批判を重視する批判的

医療人類学（critical medical anthropology）も盛んに行われているという。 

 以上のように、ロンドンでは多数の医療人類学者が存在し、盛んに研究活動が行われて

いる。この背景には、医学部を抱える UCL や医学系の研究施設である LSHTM において多

くの医療人類学者がポストを得ていることがある。また、USL、SOAS、LSHTM は非常に

近接しており、このことも研究者同士の相互交流を可能にしている。 

 

【UCL の医療人類学セミナーについて】 

ロンドンにおける医療人類学は、UCL における医療人類学セミナーとともに発展してき

たと言われる。現在は、この UCL の医療人類学セミナーは、LSHTM で行われることもあ

るという。 

今回の動向調査の期間中、3 月 13 日（木）に、UCL の医療人類学セミナーに参加し、

LSE のティム・アレン（Tim Allen）教授による、「バブルの外側の生：北ウガンダにおけ

る認知的不協和と人道主義的な免責 Life Beyond the Bubbles: Cognitive Dissonance and 

Humanitarian Impunity in Northern Uganda」と題する北ウガンダにおける人道主義的

活動についての発表を傍聴する機会に恵まれた。 

 タヴィストック・プレース（Tavistock Place）にある LSHTM の 1F で実施されたセミ

ナーには、大学院生と思しき若手の研究者を中心に 30名ほどの参加者があり、その中には、

UCL のローランド・リトルウッド（Roland Littlewood）教授など一線級の研究者も参加し、

議論を盛り上げており、ロンドンの医療人類学の盛んさを伺わせるものとなっていた。 
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 ティム・アレンさんは、柵で囲まれたひとつのコンパウンドの画像から話をはじめた。

そのコンパウンドの中では、人道主義的な援助団体による活動が行われているという。こ

の人道主義的な活動は、柵に囲まれ、外界から隔絶されており、泡のような存在だという。

そして、人道主義は、生命を大切にするものではあるが、泡の外側の生については無頓着

でありうるという。 

 人道主義のこの両義的な性格は、北ウガンダにおける「見えない子供たち（invisible 

children）」の事例に明確に現れている。「見えない子供たち」の活動は、2003 年に遡るこ

とができる。北ウガンダでは、ジョセフ・コニー（Joseph Kony）とその私兵 Lord’s 

Resistance Army（LRA）による子供の誘拐と兵士化が行われていた。「見えない子供たち」

は子供たちを誘拐から守るための避難所を建設し、子供たちを守ってきた。 

 だが、子供たちを救うためのこの人道主義的な活動は、思わぬ結果ももたしている。ま

ず、もっとも明確なことは、この当初だれの目にも触れていなかった「見えない子供たち」

は、結果的に、世界中の人たちによく見える存在になっている。「見えない子供たち」に関

する施設には、ヨーロッパから観光客が訪れることも珍しくなくなっているという。 

次に、「見えない子供たち」はいくつかの問題点も抱えている。子供たちの帰還がうまく

いっていかず、子供たちと親の間に亀裂が生じている他、「見えない子供たち」は、北ウガ

ンダにおける HIV/AIDS の感染率の高さにも寄与している。北ウガンダはウガンダ国内の

他の地域に比べ HIV/AIDS の感染率が高いという特徴を持っている。人道主義的の援助団

体はこの感染率の高さを LRA の蛮行によるものとしているが、アレンさんによるとアフリ

カの他の地域における HIV/AIDS のリスクファクターである、人の移動がここにも当ては

まるという。つまり、人道主義的な援助によって引き起こされた大規模な人の移動の結果、

HIV/AIDS の感染率が上昇しているのだという。ここでは、人道主義的な援助は、子供の

命を救うものであると同時に、HIV/AIDS を蔓延させるものともなっている。 

最後に、人道主義の呪医への態度も両義的である。一方で、和解のための儀礼を推奨し、

呪医の力を借りる一方で、どれほど一般的であるかも疑わしい子供の供犠を撲滅するため

の啓発活動を盛んに行うことで、呪医に対する否定的なイメージを喚起してもいる。ここ

でも、人道主義的な活動は、一貫しているというよりは両義的なメッセージを発している。 

 以上のような報告に対し、アレンさんの人道主義的な活動への批判性は理解できるが、

では、このような状況に対してどのように対処することができるのか、あるいは、人道主

義的な活動が単純になければいいのかといった、質問がなされた。アレンさんは、歯切れ

良く答えていたわけではないものの、発表自体の説得力があったので、全体としては人道

主義的な援助の両義性や、それに対する批判性は説得的だったように思えた。 

 私自身が直接参加したわけではないが、この UCL の医療人類学セミナーでは、以下のよ

うなタイトルで講演がなされている。この日程表からは、ロンドンを中心とするイギリス

の研究機関から多くの発表者が参加をし、医療人類学に関する議論が活発に行われている

ことが窺える。 

 

2014 年秋 

10 月 9 日：ローランド・リトルウッド（UCL）「対抗者の出現：宗教-治療的システムにお

ける対立的な力」 
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10 月 16 日：サラ・ギブソン（Sahra Gibbon） (UCL)「「多数よりも少ないもの」ブラジ

ルのガン遺伝子におけるローカル生理学」 

10 月 23 日：カルロ・カドゥフ（Carlo Caduff） (Kings College)「正しい処方」 

10 月 30 日：チャールズ・スチュワート（Charles Stewart） (UCL)「ギリシア精神の植民

地化？ギリシアにおける西洋の精神治療薬の出現」 

 

2015 年春 

1 月 15 日：ポール・ブロドウィン（Paul Brodwin）(University of Wisconsin)「ケアの身

振り：精神保健改革の民族誌」 

1 月 22 日：ベン・ベレク（Ben Belek） (University of Cambridge)「感情の語りと自閉症

の自己支援」 

1 月 29 日：ポール・リチャーズ（Paul Richards）(Wagenigen University)「エボラの終焉？

シエラレオネ農村からの新証拠」 

2 月 5 日：スーザン・フィリップ（Susan Phillips）(Pitzer College, California)「報復の解

剖学：法医学的証拠、ストーリーテリング、ギャングの集団的暴力」 

2 月 12 日：ハンナ・キエンズラー（Hannah Kienzler）(Kings College London)「紛争と

紛争後におけるグローバル・メンタル・ヘルス：コソボとパレスチナにおけるメンタルヘ

ルスシステム改革を交渉する」 

2 月 26 日：シアラ・キーランス（Ciara Kierans）(University of Liverpool)「動きの中の

身体：メキシコにおける両義的な技術と臓器移植の政治」 

3 月 5 日：ヘイジ・ラーセン（Heidi Larsen）(LSHTM)「噂の人類学：なぜ噂は公衆衛生

にとって重要なのか？」 

3 月 12 日：ティム・アレン（Tim Allen）(LSE)「バブルの外側の生：北ウガンダにおける

認知的不協和と人道主義的な免責」 

3 月 19 日：クリストス・リンテリス（Christos Lynteris）(University of Cambridge)「目

に見える見えないもの：疫病の写真と光学的無意識」 

 

【その他の訪問先】 

・大英博物館・アフリカギャラリー 

 大英博物館のアフリカギャラリーでは、モザンビークの TAE（Transforming Arms into 

Tools）プロジェクトで作成された the Tree of Life やエル・アナツィの木彫や金属彫刻、ア

ディンクラをモチーフにしたオウス・アンコマの絵画「自由 free」といった、アフリカ由

来の現代美術とともに、東アフリカで日常的に使用されているワックスプリントのカンガ

やガーナの織り布であるケンテ、仮面やベニン王国の真鍮製の飾り板、仮面や壺などの器

物が高い密度で展示されていた。 

 展示は、布や仮面、土器、青銅器といった種類ごとにまとめて展示されており、また、

それぞれの作品についての説明はそれほど詳細ではなかった。どちらかというと、ひとつ

ひとつの作品を文脈とは関係なく見せる展示になっているが、いまひとつ展示の意図が分

かりづらかった。 
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・オクトーバー・ギャラリー 

 ロンドンにおいて、非西洋の美術を定期的に展示・販売する数少ないギャラリーのひと

つであるオクトーバー・ギャラリーでは、2 月 12 日から 3 月 18 日までの予定で、エル・

アナツィの企画展が開催されており、6点の金属彫刻と2点の木彫が展示・販売されていた。

世界中の博物館・美術館で展示されているアフリカ由来の現代美術が販売されている画廊

を訪れることで、アフリカに関する展示の文脈をよりよく理解することができた。 

 

（浜田明範）
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○ 米国を中心とした民族音楽学の動向調査－マテリアリティと環境の視点から米国を中心とした民族音楽学の動向調査－マテリアリティと環境の視点から米国を中心とした民族音楽学の動向調査－マテリアリティと環境の視点から米国を中心とした民族音楽学の動向調査－マテリアリティと環境の視点から    

 

【背景と目的】 

本調査は、米国を中心とした民族音楽学の最新の動向について、主に、ピッツバーグ大

学において開かれる Society of Ethnomusicology（SEM）を訪れて明らかにするものであ

る。なおここで民族音楽学とよぶ領域には、歌や楽器演奏といったいわゆる音楽を対象と

した研究を主に想定しているが、演劇や舞踊を含むその他の芸能に関する研究も可能な限

り考察の対象とする。本調査の一つ目の目的は、SEM の全体の傾向を把握し、現在民族音

楽学やその周辺分野においてどのようなテーマが重視されているのか、その最新の動向を

明らかにすることである。また、二つ目の目的は、マテリアリティと環境に関わる民族音

楽学的研究の動向を明らかにすることである。楽器など芸能に用いられるモノ、上演する

人間の身体性、音を奏でたり聴いたりする物質的な環境、音楽を流通・再生させる媒体、

上演を物質的・身体的レベルから切り離すインターネットなどに注目する研究が、近年ど

のような展開をみせているのかについて考察する。このテーマに関連して、SEM の会期の

後は、コネチカット州の人形劇博物館、およびマサチューセッツ工科大学を訪れた。 

 

【調査期間】 

・ 11月 12日～16日Society of Ethnomusicology（ペンシルベニア州・ピッツバーグ大学） 

・ 11 月 18 日 Ballard Institute and Museum of Puppetry（コネチカット州マンスフィー

ルド） 

・ 11 月 19～20 日マサチューセッツ工科大学（マサチューセッツ州ケンブリッジ） 

※ 渡航期間 11 月 11 日～22 日 

    

【Society for Ethnomusicology （ピッツバーグ大学／ウィンダム・グランド・ホテル）】 

会期 11 月 12 日～16 日 

アメリカにおける民族音楽学の最大の学会である。いわゆる民族音楽から、ポップスま

で幅広い音楽や芸能を対象とする。本年は民族音楽学の代表的な著作 B. ネトルの Theory 

and Method in Ethnomusicology とアラン・メリアムの The Anthropology of Music の出

版 50 周年目にあたり、記念の座談会が開催されていた。プレカンファレンスでは、ピッツ

バーグという土地柄を意識して、音楽と労働の関わりをテーマにしたプレ・シンポジウム

が開催された。 

翌日から始まった研究大会では、計 116 のパネルおよび座談会が組織された。理論や方

法論を中心的に取り上げる発表は少数派で、多くはフィールドワークに基づく事例研究で

あり、その中で特定のトピックを取り上げている1。 

2005 年大会の際の発表タイトルを分析しながら、当時の学会長の T. Rice は研究発表さ

れたトピックを 15 に分類している。彼の統計によると、取り上げられたトピック上位 3 つ

は、多い順に、①民族音楽学の歴史および特徴、②アイデンティティ（そのうちジェンダ

                                                   
1ただし理論に対する関心が低いわけでもないようだ。民族音楽学における理論をテーマに挙げたパネル

Critical Perspectives on Ethnomusicological Theory には多くのオーディエンスが詰め掛けていたこと

が印象的であった。 



 

29 
 

ーや性別に関わるものが最多）、③空間や場所や地理、である（Timothy 2005：3）。彼の統

計の基準が明らかではないので、厳密な比較はできないが、9 年後の今回の研究大会では、

民族音楽学の特徴や歴史に関する議論は（先述の出版 50周年記念の座談会はあるものの）、

全体的にはそれほど多くなかった。他方、アイデンティティ、そして空間や場所や地理、

に関しては引き続きパネルや個々の発表で取り上げられていた。 

本年のトピックの中で、特に数が多かったのが、ジェンダー（あるいはセクシュアリテ

ィ）であった。これまで男性が担ってきた音楽ジャンルで、女性の進出がみられる事例な

ど、ジェンダー役割分担の変化や揺らぎを扱ったものや、LGBT の音楽実践を扱ったパネ

ルがあった。また、社会のコンフリクトや暴力や抵抗に関わる音楽実践、そして音（sounding）

やサウンドスケープを取り上げた発表も比較的多く、若手研究者と意見交換した際にも、

注目を浴びているトピックとして話題に上った。 

 

  

2014 年の今回の研究発表のうちマテリアリティおよび環境という本調査の関心に関わる

ところでは、以下のような研究発表があった： 

（１） 音楽を作ったり再生したりするモバイルデバイスの発達によって生まれる新しい

状況について分析するもの。モバイルデバイスによって音楽制作や再生の環境が

変わるだけでなく、作り手と聞き手の関係が変わったり、再生音と周囲の自然音

との新しい関わりが生まれたりもする。i phone でのバンド演奏や、MP3 プレイ

ヤーにて語りや音楽を再生しながら町を歩く新しい観光開発の試みなどが報告さ

れた。 

（２） 楽器と演奏者の関係を、楽器の物質的な特徴や演奏者の身体的な感覚、そしてそ

こから生じる愛着などの感情に着目しながら考察するもの。ウクレレのマテリア

リティを論じたこの研究では、ギターからウクレレに持ち替えた 3 名のミュージ

シャンへの聞き取り調査を行っていた。言語化しにくいこれらの感覚的な要素を、

ギターとウクレレの経験の対比という形でうまく聞き出していた。 

（３） 楽器をエージェントとしてとらえ、製作者、演奏者、その師匠などとの関係をア

クター・ネットワーク理論やそれに類似するアイデアで記述しようとするもの。

バリにおいてガムランの楽器や演奏がいかに宗教間の交流を触発しまた両者の間

のネットワーク形成に寄与しているかを論じるものや、アンデスの弦楽器工房の

役割に着目し、そこがいかに音楽実践におけるネットワークの拠点となっている
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のかを論じた上で、その工房もまたモノの流通や自然環境との関わりの中で変化

していることなどを指摘するものがあった。 

 

なお、モノのエージェント性やヒトとモノのネットワークに着目した民族音楽研究は、

数的には全体のほんの一部であり、マイナーなトピックであるという印象をうけた。筆

者が直接話を聞いた発表者たちは、彼らにとって取り組み始めたばかりの、新しいテー

マだと語っていた。彼らが参照している先行研究としてしばしば SEM の学会誌に発表さ

れた Bates の「楽器の社会生活」（2012）が挙げられた。これは、ANT や近年の物質文

化研究の潮流を紹介し、弦楽器 saz についての自らの研究に適応しながら、民族音楽学

における有用性を示そうとする論考である。  

 

【Ballard Institute and Museum of Puppetry】 

コネチカット大学は、人形劇専攻のある非常に珍しい大学である。そこでの教育に功績

のあったフランク W. バラードの作品や彼の集めたその他の人形からなるコレクションか

ら生まれた Ballard Institute and Museum of Puppetry は、大学の敷地内にあり、現在人

形劇の発展と促進を目的に展示、上演イベント、講義を開催している。展示室のほか、人

形制作などが行えるワークスペース、そして隣の書店と共用の小さなイベントスペースを

有している。 

ディレクターの John Bell 博士は、パフォーマンスに現れるモノ（performing object, e.g.

人形、仮面）を横断的に研究する複数の論集を編集している。今回ご本人との日程が合わ

なかったが、アシスタントの Wick 氏にお手伝いいただき、施設見学および、人形劇研究の

資料やビデオ・アーカイブの閲覧をさせていただいた。人形劇の実践や、人形劇を用いた

児童教育、世界の人形劇文化に関する書籍が幅広く収集されており、一部仮面についての

資料もある。これらの文字資料はこの博物館と学内の資料室に保存されている。 

 

  

2014 年には、パフォーマンスにおけるモノや物質性をキーワードの一つに掲げる論集が

２つ出版された。そのうち Schoweitzer & Zerdy eds. 2014 は、（演劇史を含む）パフォー
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マンス研究からの、そして Dassia et al eds. 2014 はこの博物館を拠点の一つとした人形劇

研究からの成果である。いずれの出版物についても、この博物館を舞台にシンポジウムが

開催されており、モノや物質性に着目した芸能研究の重要拠点の一つとなっていることが

わかった。今回そのシンポの記録ビデオも提供していただくことができた。 

        

    

【マサチューセッツ工科大学】 

マントル・フッドが、バイ・ミュージカリティ2を提唱して以来、民族音楽学では、研究

者自らが、時間をかけ、対象の音楽の演奏技術を学ぶことが一つの主要な研究手法となっ

ている。具体的なモノ（楽器）との身体的な関わりの中で、音楽理解が目指されるのであ

る。こうした大学での民族音楽学の実技の教材として最も典型的なものの一つがガムラン

である。 

今回は、バリ音楽の若手研究者の Petet Steele 氏に紹介いただき、MIT を拠点とするガ

ムラン演奏チーム Galak Tika の活動を見学した。Galak Tika は、1993 年に設立された。

このチームは、多くの創作曲を発表していることに加え、他ジャンルとのセッションが多

く、またバリのガムラン楽器を元とした電子楽器 gamelan elektrika を製作している点が特

徴的である。このガムラン・エレクトリカについては、従来のガムランとは違う、多種多

様な音を出すこと、音階が変更可能であることに加え、持ち運びの簡便さなども利点とし

て挙げられている。ガムラン音楽を従来の音楽構造、音の響き、そして物質性から分離し

つつ、彼らが目指しているのは、革新的で間文化的（cross-cultural）な音楽である。 

訪問時には大学の授業としてはバニュワンギ地方のガムラン、夜の社会人主体の演奏サ

ークルとしてはバリの伝統曲と創作曲を練習中であった。社会人メンバーの殆どは、大学

外からやってきており、大学教育が外へと展開し、地域に新たな音楽実践を生んでいるこ

とがわかる。バリや日本とも比較しながら、楽器の扱いや、練習の進め方について観察し、

情報交換をした。 

                                                   
2 二つの言語を身につけるバイ・リンガルのように、二つの音楽性を身につけること。自らの音楽に加え

て、対象とする音楽を学ぶことによって、「内側から」理解しようとする研究方法。 



 

32 
 

 
 

【参考文献】 

Bates, E. 2012 The Social Life of Musical Instruments. Ethnomusicology 56(3) pp. 

363-395. 

Rice, Timothy. 2005 “President’s Soundbyte: What are we thinking?” SEM Newsletter39 

(4):1, 3, 40. 

Schoweitzer, Marlis and Joanne Zerdy eds. 2014 Performing Objects & Theatrical 

Things. Palgrave Macmillan, Hampshire & New York.   

Posner, Dassia N., John Bell, & Claudia Orenstein 2014 The Routledge Companion to 

Puppetry and Material Performance. Routledge, Oxfordshire & New York.    

    

（吉田ゆか子）



 

33 
 

○○○○    ハワイ大学におけるインドネシア芸能研究に関する動向調査ハワイ大学におけるインドネシア芸能研究に関する動向調査ハワイ大学におけるインドネシア芸能研究に関する動向調査ハワイ大学におけるインドネシア芸能研究に関する動向調査    

 

本研究は、ハワイ大学マノア校における、芸能研究の動向を明らかにするものである。

地理的にアジアに近いことや、ハワイがアジア系の住民を多く抱えることから、この大学

は、米国のアジア・太平洋地域研究の重要拠点となっている。またこの大学は、アジアの

パフォーミング・アーツに特化した珍しい専攻 Asian Theater を有しており、アジア芸能

研究の主要な拠点の一つでもある。今回、特にインドネシアを対象とした芸能研究に着目

しながら、どのような体制でどのような研究が行われているのかを調査した。また特に、

Asian Theater 専攻および民族音楽学専攻の特徴的な活動、すなわち民族芸能を学び調査研

究で得られた知見や芸を、学生や地元の人々に伝えながら上演作品の製作という形で学内

のホールにて発表し、それを更に学校などでの公演を通じてアウトリーチ活動へとつなげ

てゆく一連のプロセスについて調査した。 

 

【調査期間】 

・2015 年 2 月 24 日～3 月 3 日 

 

【インドネシア芸能研究に関わる組織】 

インドネシア芸能は、以下のような多様な組織において研究することができる。 

① 民族音楽の分野では Music Department の中の Ethnomusicology 専攻 

② 演劇と舞踊の分野では、Department of Dance and Theater の中の Asian Theater 専攻 

③ 人類学の分野では、College of Social Science の Department of Anthropology 

④ 地域研究の分野では、School of Pacific and Asian Studies（SPAS）の Asian Studies 

※④以外はそれぞれ学士・修士・博士プログラムを有している。SPAS は学士と修士のみ 

その他、リソースセンターとして④の下に⑤The Center for Southeast Asian Studies 

(CSEAS)があり、こちらでは資料や講演会、言語や地域研究に関する授業が提供されてい

る。また大学の組織ではないがキャンパス内に⑥East-West center が設置されている。こ

ちらはアジア・太平洋地域からの留学生や研究者を受け入れて、ハワイ大学で研究する上

でのサポートを行っているほか、文化紹介のための展示や芸能上演イベントが実施される。 

 なお、これらの組織間を跨いだ形での研究も行われている。例えば、Asian Theater 専

攻の学生が地域研究センターから博士論文の審査員を選ぶということがある。また今回出

会った中では、インドネシアのカソリックについての人類学的研究の成果を、一部演劇作

品として発表することを企画している院生や、民族音楽学と人類学にダブルメジャーしな

がら、インターカルチュラルな作曲プロセスを人類学的に分析しようとする学部生の例な

どがあった。 

 

 

【アジア・シアター専攻と民族音楽学専攻におけるインドネシア芸能】 

上記のように、インドネシア芸能を行う研究組織は多様であるが、今回はインドネシア

芸能が最も盛んに研究・教育されている Asian Theater 専攻および民族音楽学専攻に重点

をおきながら調査を行った。両専攻においてはジャワ芸能研究に多くの蓄積がある。民族
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音楽者の R. D. Trimillos 博士（名誉教授）によれば、ハワイ大学では、日本、中国、フィ

リピンなど、ハワイに大きな移民コミュニティーの存在する文化圏の芸能の研究・教育が

早くから行われてきたが、その次に導入されたのが、ジャワ芸能研究・教育であった。1971

年頃、ジャワ・ガムランを購入。ジャワ人講師 H. Susilo 氏を迎え、当時米国中でもまだ数

例しかなかったガムランの実技教育を開始した。 

現在ではこれに、スマトラとバリの芸能が加わっている。スマトラのマーシャルアーツ

の要素を含んだ舞踊劇ランダイ研究の K. Pauka 博士がいるほか、博士論文執筆中で同校の

非常勤講師も務める A. Reynolds 氏による、バリ芸能の創作過程に関する研究がある。 

両専攻の特徴は、こうした芸能研究について（１）身体的な学びを重視すること（２）

その成果を上演作品として提示する上演プロジェクト型プログラムがあること（３）そし

てその成果をさらにアウトリーチ活動に用いていることの 3 点にある： 

 

（１） 身体的実践・学びの重視 

両専攻においては、多様な実技科目が用意されている。その主要な目的の一つは、様々

なジャンルの演劇・舞踊の表現方法を学ぶことで、学生の表現や発想の幅を広げることに

ある。しかし、両専攻の在籍者が必ずしも、パフォーマーを目指すわけではない。 Pauka

教授によると、研究者や教育者、またアート・マネージメント系の進路を選ぶ者もいるが、

そういった者たちの研究においても、身体的実践が重視されるという。自らが身体を動か

してやってみることで、当該芸能やその伝承者への敬意の気持ちが養われるほか、芸能の

細い部分についての理解も得られるという。それを実践せずに、分析すべきではないとい

うのが Pauka 教授の見解であるが、その他の講師陣からも、実践に重きを置くハワイ大学

の傾向がしばしば語られた。 

 米国の大学における民族音楽教育については、ポストコロニアルな状況下で、オリエン

タリズム批判や文化表象批判を受けた内省的な検討が行われてきた（cf Solis 2004: 10－13）。

非西洋人の文化（音楽）を西洋人が代表し表象することの孕む権力性・政治性が認識され

るようになった（cf Solis 2004: 10－13）。加えて学問全般の傾向として、具体的かつ身体

的な理解や表現よりも、抽象的な理論に、より価値を見出す風潮もある。これらに対し、

ハワイ大学には、米国本土の傾向とは一線を画すアジア芸能重視・実技重視の取り組みが

行われてきたという。人形劇の専門家であり、上述の⑥East-West center のキュレーター

でもある M. Schuster 博士は、非西欧の芸能を対象化しすぎるあまり、それについて語り

にくくなるという膠着した状態を指摘しながら、実際にやってみることの重要性を主張し

た。彼、そしてバリ芸能の実技レッスンを担当する先述の A. Reynolds によれば、ハワイ

という地理的に周縁部に位置するこの大学では、米国学術界の主流の傾向に関わらず、比

較的自由にアジア芸能の実践が行われてきたという。 

 今回は、バリ舞踊、バリ演劇、バリ音楽の授業に参加したが、実際のクラスでは Asian 

Theater 専攻の学生はもちろんのこと、アジア地域研究や、人類学、また全くインドネシア

と関わりのない、経済学専攻などの学生も履修していた。彼らは卒業に必要なパフォーマ

ンス・クラスの単位として、これら芸能のレッスンの単位を数えることができる1。 

                                                   
1 実技のクラスでは学部生から博士課程の院生までが共に学ぶ。またアジア系留学生も多い。 
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A. Reynolds よる舞踊レッスンでは、動きや役柄を体系づけて分析的に解説する点が特徴

的であった。男性舞踊および演奏練習では、彼女の夫でありバリ人の I Made Wijana 氏が

中心となって進める2。次にこれらの実技クラスと深くかかわる上演プロジェクト型のプロ

グラムについて述べる。 

 

   
 

（２）上演プロジェクト 

シアター・舞踊専攻は、年に一度学内のホールでの大きな公演を企画する。日本、中国、

東南アジア、そしてハワイの各プログラムが順番に４年に一度づつ上演する。調査中には

Hawaiian theater の本番、そして来年に予定されている、バリの影絵を応用した創作影絵

劇ワヤン・リストリック(Wayang Listrik)の準備が進行中であった。 

これらのプロジェクトでは、１セメスターの正式なレッスンに加えて、エクストラの練

習や夏季休暇中の練習も含め、多くの時間を費やして、上演作品を準備する。当該文化圏、

あるいはハワイ島内のコミュニティーから芸能家を講師として数か月招き、学生と共に上

演作品を作り上げてもらう。オーディションをへて出演学生が選出され、また地元のコミ

ュニティーからも出演者を受け入れ、作品は学内外の観客の前で有料公演として公開され

る。これまでは、英語による、歌舞伎、狂言、能、京劇、ランダイ、ワヤン（影絵）など

が行われてきた。そして来年度にむけて用意されている創作影絵劇ワヤン・リストリック

とは、舞踊と影絵劇とライティングを融合させたものであり、米国人アーティストによっ

て開発された最新の形式である。このことからもわかるように、これらプロジェクトは必

ずしも古典、伝統にこだわるものではなく、近代的な手法やアレンジも加えた作品となる

こともある。 

ちなみに、調査時にちょうど公開されてい

た Hawaiian Theater は、フラダンスやハワ

イの独特の歌唱法を取り入れ、ハワイの神話

をストーリーに用いた、３時間に上るハワイ

語によるミュージカルであった。ハワイの演

劇が、大学のメインの劇場で上演されるのは

今回が初めてのことであり、“Lā‘ieikawai.”と

                                                   
2 楽器演奏の授業はその補講も含めると、2 時間～2.5 時間の練習が週に 3 回用意されており、かなり集中

的なものであった。 
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題されたこの作品は Department of dance and theater にとって歴史的な出来事になると

も言われていた。通訳を全くはさまず、全てハワイ語で上演したが、観客席には、ハワイ

先住民の方々が多くいたと思われ、ハワイ語でのジョークに反応するたくさんの笑いが聞

かれた。 

 

＜写真出典＞http://www.hawaii.edu/kennedy/ 

このように上演プロジェクトは、出演者や観客として、大学外の人々を巻き込んだ形で

展開する。そして次に述べるように、芸能を通した大学と社会との関わりは、学内での上

演終了後も、アウトリーチ活動として展開する。 

 

（３） 地元社会との関わりの重視―アウトリーチ活動 

Ricardo D. Trimillos 博士によると、50 年代に米国の大学で民族音楽の実技（演奏）が始

まった当初、その目的は研究者自身の音楽理解を深めることにあった。しかし、80 年代以

降、大学における民族音楽の演奏実践は、様々な効果・貢献を期待されるようになった。

それは、例えば、多文化主義（および異文化理解）の実現や、学内における民族音楽学部

の活動のアピール、そして地元のエスニック・コミュニテイとの連携といったものである

（Trimillos 2004：24－25）3。今回見学したバリおよびジャワの芸能のレッスンでは、ハ

ワイ在住のインドネシア人を含む、一般住民の参加が複数みられた。自分の子どもにバリ

文化を学ばせたくて連れてくる、ハワイ在住のバリ人もいた。大学の民族芸能教育やその

上演は、大学と地域社会との接点、そして地元のエスニック・コミュニティにとっての文

化伝承のでもある。 

 そしてハワイ大学の民族音楽学部およびシアター・舞踊学部では、地元や周辺の島の小

学校、中学校、高校へ出向いての上演やワークショップを実施するアウトリーチ活動が重

視されている。バリ芸能に関しても、来年度の大型プロジェクトの終了後、作品の一部や

その他の演目を用いながらアウトリーチ活動を行うことが計画されていた。3 月より、K. 

Pauka 教授によってクラウド・ファウンディングによる資金調達が開始された。大学はア

ウトリーチ活動への予算を供給しているが、教員側はその規模を超えた活動を希望してお

り、インターネットを通じて一般社会に広くその資金を募ろうと試みている4。 

 

                                                   
3 ハワイ大学の民族音楽学プログラムもまた、多民族が集うこの大学において、民族的アイデンティティ

や民族的遺産を肯定することを目指していた（Trimillos 2004：25）。 
4 https://www.classy.org/events/bring-balinese-performing-arts-to-hawaii-schools/e41645 
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【おわりに】 

 ハワイ大学からはバリ芸能を含めアジア芸能研究者とその研究業績が生まれていたが、

今回その背景にある、ハワイという土地柄を反映した、アジア地域重視、実技重視のプロ

グラムの存在を知ることができた。また実際の非常に熱気を帯びた実技練習にふれること

もできた。実技を学び、現地出身の芸能家および学生と共に創作活動を行うという研究方

法が、研究の成果にどのように影響しているのかは興味深い点である。今回 Pauka 教授お

よび Reynolds 氏と筆者とでパネル発表などで協力してゆく計画が生まれた。こうした研究

交流も通じて今後考えてゆきたい。 

 

【参考文献】 

Ricardo, D. Trimillos. 2004 Subject, Object, and the Ethnomusicology Ensemble: the 

Ethnomusicological “We” and “Them”. In Solis, Ted. ed. Performing 

Ethnomusicology: Teaching and Representation in World Music Ensembles, 

University of California Press. 

Solis, Ted 2004 Teaching What Cannot Be Taught：An Optimistic Overview. In Solis, Ted. 

ed. Performing Ethnomusicology: Teaching and Representation in World 

Music Ensembles, University of California Press. 

 

（吉田ゆか子）
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資料資料資料資料 2.  2.  2.  2.      RARARARA による研究動向調査報告書による研究動向調査報告書による研究動向調査報告書による研究動向調査報告書    

    

先史アマゾニア社会に関する研究動向調査先史アマゾニア社会に関する研究動向調査先史アマゾニア社会に関する研究動向調査先史アマゾニア社会に関する研究動向調査    

    

                井上 恭平 

１．研究目的１．研究目的１．研究目的１．研究目的    

 本調査は、近年における先史アマゾニア1社会の研究動向について、先行研究に関する資

料を渉猟し、その把握を行うものである。 

 アマゾニアにおける人類学研究は、先住民社会を対象とした文化人類学的研究を中心に、

ヨーロッパ接触以降に記された文献記録をもとにした歴史学的研究など多岐にわたる。し

かしながら、ヨーロッパとの接触以前である先史アマゾニアに関する発掘調査、研究は、

1990 年代に入るまで大きく着目されてこなかった。これには、1940 年代から 80 年代にか

けてパラダイムを形成していた新進化主義の影響が指摘できる。新進化主義の骨子となる

文化生態学的視点では、熱帯低地を特徴とするアマゾニアの生態条件は、人類が複雑で大

規模な社会を築くには制限が大きく不可能であるとされてきた（Meggers 1971, Myers 

1993）。これは主に、複雑な社会を築くために不可欠な集約的な定住農耕（Bellwood 2004）

を行うためのポテンシャルを熱帯低地の生態環境は持ち合わせておらず、その厳しい環境

に「適応」した小規模社会に留まるか、あるいはある程度の規模の社会を形成しても、押

し戻されてしまうためである。こうした見解は、国家形成論に傾倒していた当時の先史社

会研究の関心からアマゾニア先史社会を除外するとともに、その社会・文化適応が先史に

おいても、現在の先住民社会においても、根本的には同質であるとまで見なされた（Meggers 

1971）。その結果、先史アマゾニア社会の人々は「未開の処女地」に自然と調和して生きる

「高貴な野蛮人」（Denevan 1992）として位置付けられることとなった2。 

 しかし 90 年代に入り、それまでの見解に反する調査成果が次第に提示され始めると、定

説に対し修正を促す研究者たちが台頭を始める。これらの研究者によれば、先史アマゾニ

ア社会の人々は、厳しい生態環境に一方的に制限されながら「適応」していたのではなく、

積極的に生態環境を「改変」し、人工的な景観を熱帯低地に創造していたと主張する

（Erickson 2008, 実松 2004）。そして、その独自の複雑性の在り方とプロセスを重要視し

ている（Heckenberger and Neves 2009）。 

 本調査は、90 年代以降に転換を迎えた先史アマゾニア研究の近年の動向について、主に

国立民族学博物館付属図書館の資料を用いて先行研究の渉猟3を行うことでその把握を行う。

これにより、先史アマゾニア社会への研究姿勢と人類学における位置づけ、そして生態環

境と人類社会の関係に関する動態論の検討を行うための一助となることを目指す。 

 

                                                   
1 南米９か国を流れるアマゾン川とその支流の流域を指し、西はアンデス山脈の東斜面、北はギアナ高地、

南はブラジル高原を含む地理的領域である（実松 2010）。また、「先史アマゾニア」とは新大陸の諸社会と

ヨーロッパの接触以前の時期を指す。新大陸の中でも地域により直接的な接触時期は異なるが、本稿では

便宜的にコロンブスの到来する 1491 年までを対象とする。 
2 この説は広く受け入れられ、当時のアマゾニアの環境破壊や先住民問題に対して一般社会の関心を集め

ることに繋がったという点では高く評価されている（Man 2005）。 
3 本調査で扱う言語は日本語、英語、スペイン語とする。 
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２．調査結果報告調査結果報告調査結果報告調査結果報告    

    先述のメガーズが示した、先史アマゾニア社会の複雑化における環境制限の重視に対し、

90 年代以前より疑義を唱える研究は存在したものの4（Lathrap 1970, Denevan 1976, 

1987）、先史アマゾニア研究の主流を形成するまでには至らなかった。これらの研究への着

目と従来の見解に問題を投げかける大きなきかっけとなったのは、ルーズベルト夫妻によ

るアマゾン川河口のマラジョ島の発掘の果たした役割が大きい。メガーズ夫妻も 40 年代に

同地で発掘を行っており、島に残る大規模な集落跡に対して、中央アンデスからの移住者

が築いた短命な社会であったことを指摘していた（Meggers and Evans 1957）。しかし、

90 年代当時の最新技術を用いたルーズベルト夫妻の調査では、中央アンデスに由来した集

団ではなく、在地集団による、非常に長命で複雑な社会であったことが提示された

（Roosevelt 1991）。また、マラジョ島に続いて行われたサンタレンに位置する洞窟遺跡ペ

ドラ・ピンターダの調査では、B.C.11000 に遡る、南米でも最古級の居留地であることが明

らかにとなった（Roosevelt, Lima da Costa, Lopes, Michab,Mercier et al. 1991）。さらに

その上に堆積する包含層からは、B.C.6000 に比定された土器が出土し、アマゾニアに南北

アメリカでも最古の土器伝統が存在したことが示された（Roosevelt, Imazio, Maranca, 

and Jhonson 1991, Roosevelt, Lima da Costa, Lopes, Michab,Mercier et al. 1991）。新機

材を用いたより実証的な調査に基づくルーズベルトの発見や提示した社会像は、先史アマ

ゾニア社会に対する新たな視点を提供するものであったと評価できる。 

 先史アマゾニア考古学が着目されてこなかったもう一つの理由として、熱帯低地におけ

る考古学の方法論的な問題が挙げられる。アマゾニアでは、地形形成上の理由により‘石

材’が非常に乏しい、あるいは地域によってはほぼ存在しない（Lathrap 1970）。したがっ

て土製品では代用できない物質文化の多くが有機物で形成されるが、高温多湿と多量の降

雨、毎年の川の氾濫と頻繁に発生する流路の変更は考古資料の保存という観点では大きな

問題となる(Stahl ed. 1995)。しかし、ルーズベルトが導入した新しい調査機材のほか、人

骨のコラーゲン分析（Norr 1995）、動植物の理化学分析技術の導入（Piperno 1995, Stahl 

1995, Ubelaker 1995）などにより、様々な方法論がアマゾニア考古学でも実践されるよう

になっている(Pearsall 1995)。他地域の先史考古学に比べ資料的な制約が大きなことには現

状にも変化はないものの、その障害は改善されつつあると言えよう。これにより、アマゾ

ニアに含まれる各国において、ブラジルを除いては周辺的な扱いであることは否めないも

のの、徐々にではあるが研究の蓄積は継続してなされているように思われる。 

 90 年代を転換点とし、それ以前の社会像に疑義を投げかけたた先史アマゾン研究である

が、近年の研究の特徴として顕著な傾向が、生態環境の社会に対する制限への適応ではな

くヒトの積極的な生態改変、ないし景観改変である（Bray 1995, Balée and Erickson 2006, 

Hechenberger, Russell, Fausto, Toney and Schmidt et al. 2008, Moran 1993, Neves 

2008 ）。この観点は、歴史生態学的の影響が大きいと指摘できる（Balée 1988）。これまで

未開発の処女林であったアマゾニアの熱帯雨林やサバンナは、ヒトが長い時間をかけて介

入して飼い慣らした景観（domesticated landscape）であったとする歴史生態学の視点

                                                   
4 Lathrap 1970 では、先住民が住居周辺の森林を徐々に有用樹に植え替えていく「家の庭」説が提唱され

ており、先史アマゾニア社会による生態改変への視点は、この時期から一部の研究者に重要視されていた

ことが伺われる。 
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（Balée 2006, Erickson 1995）は、先史社会におけるヒトと生態の関係の動態論という考

古学的アプローチで解決すべき問題へと結びつく。研究者によりその見積もりは様々であ

るが、現在ではアマゾンの熱帯雨林の少なくない部分が直接的、間接的にヒトによって造

り上げられたものであると主張されている（Balée and Erickson 2013, Clement 2006）。こ

うした研究では、歴史生態学者と考古学が共同研究を積極的に推進し、学際的な姿勢が見

て取れることが興味深い（Balée and Erickson 2006, 2013）。加えて、先史アマゾニアの人々

は森林だけではなく、「テラ・プレータ」（terra pretaterra pretaterra pretaterra preta）と呼ばれる土を生成し、土壌改良

を行っていたことも明らかになりつつある（Oliver 2008, Neves, Petersen, Bartone and  

Silva 2003）。この土はリン、カルシウムなど農耕を行う上で重要な成分が多量に含まれる

だけでなく、それら必要養分を吸着させる木炭が含まれており、高い生産性を持つ。多く

の場合、この土には土器片が含まれていることから、人工的に生成されたものであること

が指摘されているが、この土を含む土地がアマゾン中流域を中心に、アマゾン川に沿って

広がる氾濫原地域において、かなりの範囲5に分布していることが指摘されている。 

 アマゾニアの氾濫原には、熱帯雨林地帯とは異なる景観を持つサバンナ地帯に区分され

る地域も存在する。その一つとして知られているボリビア、モホス平原においては、テラ・

プレータの分布は確認されていないものの、居住用マウンド、耕作地跡（raised field）、道

路、人工の貯水池など大規模で大量の土木工事の痕跡から、複雑な農耕定住社会の存在が

指摘されている（Denevan 2001, Walker 2008）。集約農耕に適切であるとは言い難いサバ

ンナ地帯に広がるこれら土木工事の痕跡もまた、先史社会の人々による生態環境への介入、

景観改変の視点から議論が提起されている（Erickson 1995）。モホス平原に関しては、ヨ

ーロッパとの接触時点ですでに大規模な集約農耕は廃れていたと考えられており、それは

今日においても同様である。つまり、先史社会とヨーロッパ接触以後とでの文化的断絶が

強調される傾向があると指摘できる。一方で、接触以降に大きな社会変化があったことを

認めながらも、先史社会からの文化的連続性に着目する研究も数多く存在する(Deboer 

1995)。先史アマゾン研究が最も進展しているブラジルでは特にこの傾向が顕著であり、シ

ングー川上流域で調査を行っているヘッケンバーガーらの研究はその好例と言えよう

（Heckenberger 2005, Fausto and Heckenberger 2006）。シングー川上流での調査では、

発掘調査と並行して先住民集団の社会組織に注意が向けられ、先史社会に存在した大規模

な政体での複雑な社会階層の区分が、現代の小規模な先住民集団の中に残存していること

を指摘し、考古資料の分析と解釈に組み込む試みがなされている。ヘッケンバーガーの主

張する「連続性」は、熱帯低地での適応形態とその共通性に着目し、歴史的変化に十分な

注意を払えなかった新進化主義の主張する「連続性」とは同じ言葉でも、接触以降の急激

な社会変化に対する認識と、各地域の歴史的コンテクストを重視している点で大きく意味

合いが異なっており興味深い。 

 以上の概括から、長期的スパンから見た人類の社会変化をテーマとした人類学研究とし

て見た際、先史アマゾニア研究は以下の面で重要な意義を持つ。地域研究としての側面で

は、90 年代以前の見解から脱却し、先史アマゾニアに存在した諸社会の見直しとヨーロッ

パとの接触が与えた影響の再考、そして先史から現代までの歴史的連続性の再評価が今後

                                                   
5 2～6 ha にかけ広がる場合が多いが、広いものでは 300 ha ほどの広がりを持つ例も存在する（Man 2005） 
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進展していくと考えられる。特に歴史的連続性について着目する場合は、たとえ先史社会

研究であっても、ヨーロッパ接触以降に残される歴史文献と考古学データの比較分析が不

可欠になると思われる。 

そして人類史的意義としては、ヒトと生態環境の関係について新たな動態論に踏み込め

る大きな可能性を指摘できる。環境問題をはじめとする、自然と人間との関係の有り方が

様々な文脈で問われている昨今、自然の破壊や収奪とも、過剰な保護とも異なる、生態の

改変が繰り広げられていた先史アマゾニアから得られる知見は大きな意義を持つと考えら

れる。 
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カリブ海域世界における人文地理学研究の動向カリブ海域世界における人文地理学研究の動向カリブ海域世界における人文地理学研究の動向カリブ海域世界における人文地理学研究の動向    

 

高木 仁 

    

１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    

本稿の目的は、カリブ海域世界における人文地理学の研究動向についての調査結果を報告

することである。 

カリブ海をふくむ熱帯、サンゴ礁海の人文地理学研究は南西諸島や東南アジア、オセアニ

アといった海域が研究対象となってきた。カリブ海域世界の研究は非常にすくない（例えば

石塚編 1991）。以前、この地域の海産資源についてその研究動向を調査し日本地理学会で

報告したのだが、この地域の情報は極めて限られており、その動向がとらえにくいと感じた

（高木 2013）。そのため本調査では、博士論文の対象地域の特色（西カリブ、東ニカラグ

ア海域）をつかむため、若干の陸域をふくめた広義のカリブ海域世界の人文地理学分野へと

調査をひろげ、文献調査をおこなった。本稿ではその結果を報告する。 

なお、紙面の関係上、収集したすべての文献の紹介はできないため、一部を抜粋したもの

を報告させていただくこととする。 
    

２．方法・対象２．方法・対象２．方法・対象２．方法・対象    

調査の方法はカリブ海域世界の人文地理学的研究の英語文献の渉猟である。調査対象は

AAA Geographers（1911～2013）、The Geographical Review（1916～2013）、Human 

Ecology（1972～2013）、Journal of Latin American Geography（1996～2013）などを中

心とした。また、補足として The Journal of Geography や Scottish Geographical Magazine、

Caribbean Geography、The Geography などに残る論考もおった。 

結果は 1）大アンティール諸島、２）小アンティール諸島、３）南米大陸北部、４）西カ

リブ海域に大別して記載した。次頁の図１にはこの地域分類を図示したので参考にしてい

ただきたい。報告の最後に博士論文の研究対象地である（４．西カリブ海域、東ニカラグ

ア海域）と他の地域（１～３）を比較し、その研究動向の特色について考察した。 
    

３．結果３．結果３．結果３．結果    

１）大アンティール諸島 

 Ａ）まず、キューバであるが Vaughan and Spencer が記した「The Geography of Cuba」

があった。紙面には山地、台地、河川流域、港についての概要が記載されている（Vaughan 

and Spencer 1902）。また Platt によるキューバ東北部の砂糖生産区（The Geography of 

Sugar District）についての研究もかなり詳細で見逃せない（Platt 1929）。また、30～40

年代に経済地理学に投稿された 3 本の論文もみつけることができた。その内容はそれぞれ

中央ハイウェイ（Foscue 1933）、サトウキビ生産（Boyer 1939）やその農場の経営（Tuthill 

1949）についてであった。都市化（Dyer 1957）や観光なども比較的近年では研究対象とな

っていたようである。 
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Ｂ）次にハイチである。研究は極めて少なかった。幾つかの古い文献は複写も入手でき

なかった。Hall による「The Geography of the Republic of Haiti」（Hall 1930）、Platt に

よる「Cuba, Haiti and Santo Domingo」（Platt 1923）、Fennell による「Rubber from Haiti」

（Fennell 1944）などがあった。災害、病気や貧困といった研究のほうがめだっていた。 

Ｃ）地理学雑誌掲載のジャマイカの研究で特に目を引いたのは、農業地理についての研

究であった。その概要は「Agricultural Geography of Jamaica」（Whitbeck 1932）や

「Agriculture of Jamaica」（Floyd 1972）があった。小作人や農家の暮らしについての研

究もあった（Ishemo, Semple and Thormas-Hope 2006、Beckford 2002、Beckford and 

Barker 2007）、天候の変化と耕作者の知識を論じたもの（Gamble et al 2010）や東部の河

川流域の農耕地利用についての研究（Floyd 1970）などもあった。ジャマイカの一般的な

植生についての研究（Asprey and Robbins 1953）や山地面の量的な植生分布についての研

究（Tanner 1977）、その浸食作用を詳しく研究したもの（McGregor and Barker 1991）な

どもあった。幾つかの研究は、首都キングストンにある西インド諸島大学で発行される

Caribbean Geography 誌に掲載されているものであった。 
 

２）小アンティール諸島 

数多くの国家や地域があるが、かなり幅広い研究がおこなわれているようであった。例

えばバルバドス島での研究は、都市計画についての研究（Potter 1983）から海岸の地形や

陥没孔の研究まで幅ひろくあった(Bird et al 1979、Day 1983)。また、北部のサバ島やアン

ギラ島などではあまり情報がなかった一方、中部のセントビンセント島やマルティニーク

島では幾つかの人文地理雑誌で研究があった（例えば Adams 1985 の研究など）。幾つかの

島では限られた土地の利用についても問題視されているようであった（Augelli 1953）。 

図１．カリブ海域世界 

出典：原図は人文社『新世界大地図』の５１．中央アメリカ、西インド諸島。 
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海産資源については、タークス・カイコ諸島における巻貝交易の研究（Doran Jr. 1958）

をはじめ、この地域の資源量について水産学系の数多くの業績があがっていているようで

あった（例えば CARICOM 機関はこうした諸島地域の漁業資源の共同管理についておおく

の研究をつみかさねている）。熱帯の島嶼部の多様な生物種を対象とした進化についての研

究もめだっていた。 
 

３）南米大陸北部 

 Ａ）まず、ベネズエラであるが 1940 年代からすでに都市研究がはじまっていた。幾つか

例をあげると、石油産業についての研究（Corfield 1948）、急速な経済発展についての研究、

環境汚染についても研究があった。都市部への人口移動（Jones 1978）や西部地域の開拓

（Eastwood 1979）、不動産（Mitchell 2000）、貧困や格差についても研究があった。 

海に目を向けるとマルガリータ島という名の島での研究が幾つかあった。先住民族の

Guayqueri と呼ばれる人々が暮らす島らしいのだが、植民地支配の影響で島を出たり戻っ

たりしてきたりしているらしい。彼らの交易者としての役割が論じられてもいた

（Alexander 1961）。島の海岸線の生物相についての研究もあった（Rodrigues 1959）。 

ベネズエラの西部にはオリノコ川の河口があり、多くの研究者を惹きつけたようであっ

た。その壮大な地域の概要は Hitchcock の「Orinoco-Ventuari Region」が詳しい(Hitchcock, 

Phelps and Galavis 1947)。下流域の三角州地形についての研究（Warne et al 2002）や上

流域では焼畑についての研究があ

った（Harris 1971）。そのいずれ

も至極詳細な研究であった。 

Ｂ）次にコロンビアであるが、海

岸部はカリブ海岸都市部の発展史

をおった研究があった。その中では

各産物（米やたばこ、バナナやコー

ヒー、牛肉）の交易や輸出について

の史的研究が展開されていた

（Posada-Carbo 1996、Renner Jr. 

1927）。 

国を貫くマグダレナ川流域にか

かわる幾つかの研究がみつかった。

その概説は「River of Colombia」

が詳しく（Townsend 1981）、それ

を挟む山地面の研究にはシエラネバダ山脈についての研究やシヌ谷の住居「The settlement 

of the Sinu Vally of Colombia」についての研究（Parsons 1952）、南米で注目を集めてい

る古代農耕地跡「Ancient Ridged Fields of the San Jorge River Floodplain」についての報

告（Parsons and Bowen 1966）もあった。高低差がある国土における鉄道網や航空交通網

についての研究もあった（Stokes 1959、Platt R, R 1926）。 
 

４）西カリブ海域 

図２．西カリブ海域の自治州 

出典：原図は人文社『新世界大地図』の５１．中央アメリカ、西インド諸島。 
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ニカラグアやホンジュラスの東は大陸棚（Roberts and Murray 1983）がひろがり、複数

の民族による共同の統治がおこなわれている。図 2 には東ニカラグアの自治州の位置をし

めした。この地域では 1960 年代に東ニカラグアの内陸鉱山（Parsons 1955a）やサバンナ

地帯「Pine savanna of Nicaragua」（Parsons 1955b）、サン・アンドレアス諸島（Parsons 

1956）などについて地理学関連の雑誌に論稿がのこっていた。海岸域では Nietschmann

による極めて詳細な地誌と論考がのこっていた（Nietschmann 1972, 1973, 1979）。このミ

スキート族のアオウミガメに依存した自給的な暮らしについてのモノグラフの評価は高い

（Denevan 2002）。ケイマン諸島の人文地理研究は古い研究が残っていた。 
    

４．考察４．考察４．考察４．考察    

博論の研究対象地である東ニカラグアをふくむ４の地域は、１～３の地域と比べるとそ

の概要や農産物や土地、海上交通網などについての研究はまだまだすくないようである。 

その理由は、ミスキートを中心とした複数の先住民族による統治下で農業や土地、交通

網についての情報が比較的入手しにくいことが考えられる。４）の海域には広大な大陸棚

がひろがっており、この熱帯サンゴ礁海域での先住民族の漁や海辺の暮らしやその環境は、

他のカリブ海域世界（1,2,3）との研究結果と異なる可能性があることを十分に考慮しなけ

ればならないだろう。 

１,2,3 や 4 の東北ニカラグア以外の地域＊1は博士論文の対象地域外であり、未だ訪れる

こともかなわない。そのため研究動向の調査も憶測の域を出ない部分がおおい。ただしざ

っと論稿を渉猟したところ、数こそは少ないがいくつかの研究は極めて重厚である。筆者

を含め、この地域の研究を志すものには先行する研究から大きな課題が突きつけられてい

るという印象をうけた。 

 

＊1 こうした地域は博論の研究対象地域外であるが、当該地域の人文地理学的研究の参考

になればとおもい提示するに至った。記載漏れなどは多々あると思うが、どうかご容赦い

ただきたい。 
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台湾の台湾の台湾の台湾の原原原原住民族住民族住民族住民族群における群における群における群における平埔族平埔族平埔族平埔族のののの文化復興運動と現状に関する文化復興運動と現状に関する文化復興運動と現状に関する文化復興運動と現状に関する 

研究動向調査研究動向調査研究動向調査研究動向調査 

 

呂怡屏 

1.1.1.1.調査の目的調査の目的調査の目的調査の目的    

  本調査の目的は、分類の基準が曖昧のままであった台湾の平埔族が分類されてきた過程

を辿って、近代台湾政府がどのように平埔族を扱ってきたのか、また、公式的には分類が

されてこなかった平埔族が民族的アイデンティティを形成する際に、おこなわれた文化復

興の活動の現状と研究動向を調査することである。具体的に、本調査は台湾の平埔族の中

でも特にクヴァラン族とシラヤ族の事例を取り上げ、関連の文献を概観する。 

 

2222....平埔族と平埔族と平埔族と平埔族とその分類その分類その分類その分類 

平埔族とは、単一の民族の名称ではなく、台湾原住民のうちの幾つかの民族を総称する

名称であり、漢族文化の影響を強く受けた諸民族を指して用いられる。1900 年に伊能嘉矩

が平埔族の生活地域に着目すると共に、台湾全域の原住民族調査をおこなった（笠原 2012）。

その調査に基づいて、人類学分野において「平埔族」という名称が公式に使用されるよう

になった。一方で、当時の行政体系の戸籍登録に「種族」分類があり、平埔族はまた「熟

蕃」と称された（松岡 2014）。この行政的な分類が各民族集団の存在を示すだけでなく、

統治者による社会へのコントロールの力も示されたという（詹 2005）。1945 年以後、中華

民国政府はこの分類に基本的に従った。しかし、この段階では、平埔族の人々は先住民族

として法的にその身分を保障されなかった。 

しかし、その分類の基準は統治者の支配に服しているか、税を納めるかどうか、漢化の

度合いの強さなど、流動的な要素と曖昧さを含んでいる（清水 1998：120‐121）。そのた

め、平埔族の研究をおこなう際に、最も難しい課題の一つは、どの集団の人が平埔族だと

言えるのかという問題である（潘 1995）。民族の漢化が進んで、平埔族の固有文化・言語と

も消失し、分類に必要な民族学的・言語学的資料に乏しいことがもっとも大きな原因であ

る（森口・清水 2002）。したがって、平埔族の民族分類および民族数については、台湾と

日本の研究者の間で一致した見解も得られていない。 

  現在、学術の分類1によるとほとんどが、クヴァラン（噶瑪蘭）、ケタガラン（凱達格蘭）、

タオカス（道卡斯）、パゼッヘ（巴宰）、パポラ（拍瀑拉）、バブザ（巴布薩）、ホアニヤ（洪

安雅）、シラヤ（西拉雅）、カハブ（噶哈巫）といった、いくつかの民族集団に区分できる

（陳等 2013:16）。 

 

3333.... 平平平平埔埔埔埔族研究族研究族研究族研究のののの概観概観概観概観    

台湾の平埔族に関する研究は三つの時期に分けられる。（1）1900 年～1945 年日本の研

究者、例えば伊能嘉矩、小川尚義、国分直一、鹿野忠雄などは、宗教と言語や音楽を調査、

記録した。（2）1950 年代～1970 年代に、李亦園、陳漢光、劉枝萬、劉斌雄らは二十世紀

初頭の成果を踏まえて、歴史資料も視野に入れて基礎研究を進めた。（3）1980 年代から平

                                                   
1 日本の人類学者と言語学者は、馬淵東一の民族分類を支持している。馬淵の分類は、クヴァラン、バサ

イ、ケタガラン、タオカス、パゼッヘ、パポラ、バブザ、ホアニヤ、サオ、シラヤの十民族である。 
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埔族の研究が再開された。この時期台湾における人類学や歴史学の研究者は台湾の歴史と

平埔族の位置づけに関心を持っていた。歴史学、地理学、考古学、言語学、人類学、民族

音楽学などの分野――特に歴史学と人類学――が平埔族に関わる研究を始めるようになっ

た（潘 1995；莊英章主編 1988）。 

1970 年代以後、歴史学の研究は、歴史的文献と土地買収時に交わされた契約書などの資

料を用いて、漢人と番人の相互関係（石文誠 2001、2002）、及び国家制度がどのように熟

番社会の構造に影響を与えたのかという力学的関係を重視している。それらの中には、熟

番が漢人と「生蕃」（平埔族に分類されない原住民族）の間に移住させられたことによって、

結果として原住民族と漢族との境界が強化されるようになった現象に関する研究がなされ

た（洪 2009a）。また、1990 年代以後、歴史学における平埔族の研究は、開発を強いられ

た者という開発史観の視点から、研究されるようになった（王 2006）。 

人類学的研究では、時間ごと、空間ごとや各地域に分布する民族集団を分けて、研究が

進められてきた。例えば衛惠林と謝繼昌が中部の埔里を調査した。石萬壽（1990）、邵式柏

（1987）、潘英海（1994）、山路勝彦（1996、1998、1999、2003、2010）、Brown（1996、

2004）や段洪坤（2007）らが南部のシラヤ族に関する調査をした。また、阮昌鋭、李壬癸、

土田滋（1970、2005）、清水純（1991、2014）、劉璧榛(2010a、2010b)らが東部のクヴァ

ラン族に関する研究もおこなってきた。最近、シラヤ族の衣装に関する物質文化の分野の

専門著作も出版された（胡 2014）。さらに、調査のみならず歴史文献をも活かした研究が

なされるようになった（詹 1988）。これらの研究テーマに、平埔族が二十世紀末に向き合

うべき課題と直接に関連しているのは、原住民族運動と各民族集団のアイデンティティ形

成の研究である。 

  

4.4.4.4.平埔族の原住民族運動平埔族の原住民族運動平埔族の原住民族運動平埔族の原住民族運動    

第二次世界大戦後から台湾全土に布かれていた戒厳令が解除される 1980 年代まで、台湾

政府による原住民族に対する施策はおもに「山地の平地化」というスローガンのもとに、

彼らの生活水準を引き上げる活動、および文化的同化政策というものだった。その一方、

80 年代半ばから活発化した台湾社会全体での民主化の進行、および台湾ナショナリズムの

台頭という背景の下で、台湾原住民もまた自分たちの社会的地位の改善を目指す社会運動

を開始した。最初は 1984 年に「台湾原住民権利促進会」を設立し、「山胞」という言い方

を「原住民」という名称に変える運動であった。この動きは、原住民の主体性への自覚と

も言える（林 2006）。 

1997 年に中華民国憲法改正により「原住民族」という言い方が定められた。2003 年に、

漢族の氏名と共に原住民族としての名前も登録でき、原住民族の姓名権を保つことができ

るようになった（拔路兒 2008；黃・章 2010）。ただし、憲法において「原住民族」として

認めたものの、それは「中華民族」の下位区分に過ぎないという位置づけだった。中央政

府による「マイノリティの保護・救済」というスタンスでは、台湾原住民の自治権・自己

決定権を実現することには、多くの困難が存在するのである（石垣 2014）。 

また、台湾において法的地位を確保した原住民族の権利回復運動が進む一方で、まだ中

央政府から原住民族としては認定されていない平埔族がいるという現実がある。その一番

の理由としては長期的に外来勢力や主流文化と接触してきたことによって、それぞれの平

埔族のもつ固有の文化要素が薄くなってきたことが指摘された（清水 2014;日本順益台湾
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原住民研究会 2002）。しかし、平埔族としての意識が完全に消失したとも言えない。1990

年代民主化以降の傾向として、平埔族に分類された各民族を自称する人々は増加の傾向が

ある（森口・清水 2002）。民族的アイデンティティを形成するための文化復興運動も徐々

に始まっている。 

だが、この流れの中に、行政的な要素も考えなければならない。政府が定める文化政策

と補助金の支給方法により、行政側は各民族集団との間に新たなネットワークが生じた。

各民族集団の文化活動に関する主動性を引き出せる一方で、先住民族全体の文化イメージ

は国家により再構築されるという政策の二面性も指摘された（劉璧榛 2010a）。このような

内部の自己認識と外部の環境が変化しつつある状況で、平埔族の人々は民族としての意識

を高め、民族の存在を社会的にも認知されたいという要望を強めていった。次にこの文化

復興運動に関する研究を具体的に紹介していくことにする。 

 

5.5.5.5.クヴァランクヴァランクヴァランクヴァラン族の文化復興族の文化復興族の文化復興族の文化復興    

台湾の行政院は 2002 年にクヴァラン族を「原住民族」の一族であると認定した。クヴァ

ラン族は、自分たちの法的地位を初めて獲得した平埔族である。その認定の内容として、

住民の伝統文化と言語の残存状況だけでなく、民族意識の高さも重要視されていることが

注目に値する。また、この点で、政府側の民族政策が従来に比べて大きく変化したことも

うかがわれる（清水 2003）。なお、クヴァラン族認定を受けた人々は、原住民族としての登

録がすでになされていた花蓮県新社の村人に限定されるという条件がついた。 

クヴァランは学術的に古くから認知されてきた原住民のグループであるというだけでな

く、新社村におけるクヴァランの子孫たちは、漢化されたものの、祖先を祭る伝統的な儀

式をもつため、自分たちのことをクヴァラン族であるという強い自己認識を持っている。

このことは彼らの文化変容とアイデンティティの形成を考察する上で、注意すべき要素で

ある（清水 1991a）。 

清水（1991b）によれば、クヴァランの社会内部の枠組みから見て、1980 年代半ばから、

自分たちの文化の消滅という危機感が背景となって、クヴァラン族の知識人が先頭に立ち、

民族名称回復の運動が生み出されてきたのである。彼らは自発的な民族文化再生――儀礼、

言語、民族舞踏と衣装――の活動を始めた。活動を通して民族同士の個人的な関係を築き、

漸進的にそれぞれのアイデンティティを構築した。 

また、近年清水（2005a）は、彼らの文化復興運動が、政治と直結した側面をもち、文化

活動の場に政党関係が入り込むだけでなく、場合によって政治的力関係と結びついた形で

民族間の緊張関係が反映される場にもなりつつあるという考察をおこなった。 

一方で、劉（2010b）の研究は、クヴァランの人たちが、外部社会と経済的視線をもって

自分を一つの民族集団として再構築する過程、さらに国家の支援を得られる社会的カテゴ

リーになるメカニズムを明らかにした。 

 

6.6.6.6.シラヤ族の民族的アイデンティティの現状シラヤ族の民族的アイデンティティの現状シラヤ族の民族的アイデンティティの現状シラヤ族の民族的アイデンティティの現状 

 1990 年代にシラヤ族に関する文化復興の事業が盛んになった。その中に、特に儀礼と言

語が民族的アイデンティティを形成するために、多く用いられた（呉 2010；謝 2009）。こ

のような文化復興運動の動きとともに、人類学的研究は生活と宗教の側面からシラヤ族の

もつ民族的アイデンティティの現状に迫る。 
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Brown(1996)の研究は個人あるいは世代を考察の単位として、時間と空間の変化を考えな

がら、シラヤ族が漢民族化された二つの要因を説明した。一つはコミュニティー外部の漢

人と結婚することによって、生活様式が漢族式に変わっていったことである。もう一つは、

かれらの祖先がもともと中国から台湾に来たことによると主張している。それによって、

彼らは自分たちの漢民族アイデンティティを徐々に形成していったという。山路勝彦（1998）

は台南でシラヤ族の信仰の調査をすることによって、ある村に暮らしているシラヤ族の人

たちの、自分が漢族か平埔族か不明確であるという、自己認識の不確定さを指摘した。続

いて、段洪坤（2007）のアリッツォ（祖先）を祀る家庭の調査によって、村に在住してい

る世帯の 87.9％がアリッツォを祀っていたことが明らかになった。段はこの現象を正名運

動と文化復興の文脈に置いて、民族的アイデンティティが高まったとみなした。これらの

研究により、この十年間、シラヤ族の民族的アイデンティティが、主として信仰により、

曖昧な状態から強くなったという傾向が明確になった。 

 

7.7.7.7.今後の研究の展望今後の研究の展望今後の研究の展望今後の研究の展望    

    上述の文献から、これまでの研究動向とこれからの研究展望についてまとめる。民族分

類の課題について、最初に平埔族に関して注目された『台湾蕃人事情』（伊能・栗野 2000）

では、西部平地を中心に分布する多様な「ペイポ（平埔）族」の集団を、土俗の異同とい

う基準によって、一つの種族にまとめている。しかし伊能は民族分類をする際に、該当住

民のもつ帰属意識の有無について考慮しなかった（笠原 1998b：32-33；2012：3-5）。実際

に、先住民がもつ帰属意識を反映して、2001 年以後、いくつかのエスニックグループはそ

れまで属してきた民族から独立し、中華民国政府に認定された。特に他の台湾原住民族と

比べて、平埔族の人々の自己認識とアイデンティティは社会環境の変化にしたがい、常に

流動的であるという複雑性をもっている（洪 2009）。民族分類を形成してきた学術調査とと

もに、そういった流動性を持つ当事者の間に生まれる相互作用についても問い直す必要性

があると考えられる。 

 平埔族の文化復興と民族的アイデンティティの研究動向においては、概して、宗教と儀

礼の記録に基づいた研究が主流だった。しかし、その中では、実践している人々の相互関

係と相互作用について詳細に研究されているものはまだ少ない。これから、儀礼と年中行

事などに参加する人々の動機および同じく民族の各集団の間の相互関係を比較し、まだ法

的な原住民族としての身分をもっていない平埔族が置かれてきた特殊な状況を背景として、

平埔族の人々の主体性および文化復興によって与えられ得る民族的アイデンティティの形

成の可能性を描き出す作業が必要な工程である。 

 ところで、近年は伝統工芸品が平埔族の物質文化を代表するものとして取り上げられる

ことが多い。そして、シラヤ族の物質文化を代表するものはおおよそ博物館に収蔵されて

いる。そのことから、平埔族の人々と外部社会にある博物館とがさまざまな関係を築いて

いく可能性や問題点を探ることも注目すべき課題である。 
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